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ご
あ
い
さ
つ

　

我
が
国
に
お
い
て
今
日
的
な
既
成
紙
製
品
が
登
場
し
た
の
は
、
外
国
か
ら
洋
紙
や
既
製
品
を
輸
入
し
、

洋
式
帳
簿
と
し
て
販
売
し
始
め
た
明
治
の
初
め
頃
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
末
期

に
な
っ
て
も
一
般
の
会
社
や
商
店
で
は
「
大
福
帳
」
な
ど
の
よ
う
に
、
束
ね
た
和
紙
に
厚
め
の
表
紙
を

付
け
、
こ
よ
り
で
綴
っ
た
だ
け
の
帳
面
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
正
時
代
に
な
り
、
経
営
の
近
代
化
が
急
速
に
進
む
と
同
時
に
洋
式
帳
簿
が
普
及
し
ま
す
が
、
そ
の

前
夜
、明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
の
創
業
者
で
あ
る
黒
田
善
太
郎
（
一
八
七
九

─
一
九
六
六
）
は
、
コ
ク
ヨ
の
前
身
「
黒
田
表
紙
店
」
を
起
業
し
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
洋
式

帳
簿
の
既
製
品
化
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

天
性
工
夫
を
好
む
黒
田
の
企
業
家
精
神
に
よ
り
改
良
が
重
ね
ら
れ
た
様
々
な
紙
製
品
は
、
時
代
を
超

え
て
優
良
な
品
質
を
求
め
る
多
く
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
「
国
誉
（
コ
ク
ヨ
）」
の
商

標
名
ど
お
り
、
黒
田
の
郷
里
で
あ
る
越
中
富
山
、
ひ
い
て
は
日
本
の
誉
れ
と
し
て
評
価
さ
れ
、
今
日
に

至
る
文
房
具
や
オ
フ
ィ
ス
家
具
、
事
務
機
器
の
製
造
販
売
に
代
表
さ
れ
る
「
コ
ク
ヨ
ブ
ラ
ン
ド
」
の
礎

が
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

展
覧
会
で
は
、
コ
ク
ヨ
創
業
期
（
主
と
し
て
黒
田
国
光
堂
時
代
）
か
ら
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）

の
紙
製
品
製
造
業
確
立
期
─
大
コ
ク
ヨ
の
誕
生
─
に
至
る
資
料
や
製
品
を
中
心
に
展
示
し
、
我
が
国
に

お
け
る
紙
製
品
製
造
業
史
の
一
端
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
や
環
境
に
貢
献
す
る
株
式
会
社
コ
ク
ヨ

工
業
滋
賀
の
紙
製
品
（
モ
ノ
づ
く
り
）
を
紹
介
し
ま
す
。
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例

◆  

本
図
録
は
令
和
二
年
十
月
二
十
九
日
（
木
）
か
ら
十
二
月
十
三
日
（
日
）
ま
で
を
会
期
と
し
て
愛
荘

町
立
歴
史
文
化
博
物
館
に
お
い
て
開
催
す
る
令
和
二
年
度
秋
季
特
別
展
「
紙
製
品
へ
の
思
い 

─
国
誉

の
礎
と
コ
ク
ヨ
の
現
在
─
」
の
展
示
解
説
図
録
で
あ
る
。

◆  

展
覧
会
の
企
画
・
構
成
は
当
館
学
芸
員 

三
井
義
勝
が
行
い
、
同
学
芸
員 

西
連
寺 

匠
・
山
本
剛
史
が

補
佐
し
た
。
ま
た
、本
図
録
の
編
集
と
〔
列
品
資
料
解
説
〕並
び
に
各
コ
ラ
ム
の
執
筆
は
三
井
が
行
い
、

そ
の
他
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属
と
執
筆
者
名
を
明
記
し
た
。
ま
た
、「
第
２
部　

紙

製
品
工
場
の
今 

─
コ
ク
ヨ
工
業
滋
賀
の
モ
ノ
づ
く
り
─
」
に
つ
い
て
は
株
式
会
社
コ
ク
ヨ
工
業
滋
賀

が
作
成
し
た
。

◆  

列
品
資
料
の
写
真
は
辻
村
耕
司
氏
（
辻
村
写
真
事
務
所
）
が
撮
影
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
コ
ク
ヨ

株
式
会
社
及
び
天
商
同
窓
会
等
か
ら
提
供
を
受
け
た
。

◆  

列
品
番
号
は
展
示
順
序
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

◆  

展
覧
会
開
催
に
あ
た
り
、
展
示
資
料
を
転
出
陳
い
た
だ
い
た
所
有
者
の
ほ
か
、
次
の
各
位
・
機
関
の

協
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
（
敬
称
略
・
順
序
不
同
）。

　
　
　

コ
ク
ヨ
株
式
会
社　

西
林
聡
・
尾
方
隆
子
・
櫻
本
博
巳
・
齋
藤
順
子

　
　
　

株
式
会
社
コ
ク
ヨ
工
業
滋
賀　

澤
田
好
子
・
岡
田
佳
美
・
福
田
裕
子
・
田
中
沙
季

　
　
　

天
商
同
窓
会　

根
津
勝

　
　
　

鏑
木
清
方
記
念
美
術
館　

今
西
彩
子
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江
地
先
に
「
黒
田
表
紙
店
」
を
開
業
し
、
待
望
の
独
立
を
果
た
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

当
時
、
表
紙
の
価
格
は
和
式
帳
簿
全
体
の
価
格
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
り
、
作
業
の

効
率
化
を
徹
底
し
た
と
こ
ろ
で
利
益
自
体
は
少
な
か
っ
た
。
そ
し
て
独
立
し
て
三
年
が
経

つ
明
治
四
十
一
年
、
黒
田
は
表
紙
と
和
式
帳
簿
の
一
貫
製
造
に
着
手
し
、
表
紙
製
造
と
い

う
下
請
け
か
ら
既
成
紙
製
品
の
製
造
元
へ
脱
却
を
図
り
始
め
る
。

２　

和
式
帳
簿
の
製
造

　

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）、
黒
田
表
紙
店
は
印
刷
業
者
や
製
本
業
者
と
と
も
に
コ

ク
ヨ
事
務
用
紙
製
品
の
嚆
矢
と
な
る
和
式
帳
簿
の
製
造
を
開
始
し
た
。
当
時
、
黒
田
は

「
買
う
身
に
な
っ
て
作
る
」「
良
品
廉
価
」
と
い
う
強
い
信
念
を
も
っ
て
製
造
に
取
り
組
み
、

な
か
で
も
前
者
に
つ
い
て
は
次
の
ふ
た
つ
の
逸
話
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

明
治
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
、
筆
記
具
の
墨
と
筆
は
イ
ン
ク
と
ペ
ン
に
代
わ
り
始
め
た
。

当
時
の
和
式
帳
簿
は
墨
と
筆
で
記
帳
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
帳
簿

に
厚
み
を
も
た
せ
る
た
め
に
締
ま
り
の
な
い
和
紙
を
使
用
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
硬
筆

で
あ
る
ペ
ン
で
は
締
ま
り
の
な
い
ざ
ら
つ
い
た
表
面
に
ペ
ン
が
引
っ
か
か
り
、
書
き
難

か
っ
た
。
そ
こ
で
黒
田
は
紙
の
表
面
を
滑
ら
か
に
す
る
た
め
、
土
佐
紙
株
式
会
社
（
現

日
本
製
紙
株
式
会
社
）
に
目
方
の
重
い
引
き
締
め
た
紙
を
別
漉
き
で
依
頼
し
、
帳
簿
を
つ

け
る
人
が
最
も
書
き
や
す
い
製
品
の
製
造
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
当
時
他
店
が
歩
減
り

を
考
慮
し
た
中
紙
九
六
枚
或
い
は
九
八
枚
の
和
式
帳
簿
を
百
枚
物
と
し
て
販
売
し
て
い
た

こ
と
に
対
し
、黒
田
が
実
質
一
〇
〇
枚
（
正
一
〇
〇
枚
）の
和
式
帳
簿
の
製
造
に
こ
だ
わ
っ

た
の
は
、
消
費
者
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
た
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
買
う
身
に
な
っ
て
作
ら
れ
た
黒
田
表
紙
店
の
和
式
帳
簿
で
あ
る
が
、
後

発
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た

が
ゆ
え
、
当
時
販
売
の

実
権
を
握
っ
て
い
た
文

具
卸
問
屋
を
通
し
て
も

簡
単
に
店
先
に
並
べ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
。
そ
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井
義
勝

１　

創
業
者
黒
田
善
太
郎

　

我
が
国
を
代
表
す
る
総
合
文
具
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
の
創
業
は
、
明
治

三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）、
黒
田
善
太
郎
（
一
八
七
九
─
一
九
六
六
、
写
真
１
）
が
和
式

帳
簿
の
表
紙
製
造
を
行
う
黒
田
表
紙
店
を
開
業
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
創
業
者
の
黒
田

は
富
山
長
柄
町
⑴
（
現
富
山
県
富
山

市
長
柄
町
）
に
生
ま
れ
、
マ
ッ
チ
製

造
業
を
営
む
父
が
他
界
し
た
後
、
明

治
三
十
一
年
に
上
阪
し
、
マ
ッ
チ
製

造
工
場
や
乾
物
屋
に
奉
公
し
た
。
そ

の
後
、
明
治
三
十
四
年
、
大
阪
市
東

区
瓦
町
（
現
大
阪
市
中
央
区
瓦
町
）

地
先
の
小
林
表
紙
店
で
和
式
帳
簿
の

表
紙
製
造
に
従
事
し
た
。

　

当
時
の
表
紙
製
造
は
、
和
紙
を
幾

枚
貼
り
重
ね
た
厚
紙
の
表
面
を
茶
碗

の
肌
で
擦
る
と
い
う
単
純
な
作
業
と

言
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
単
純
な
手
仕

事
に
対
し
、
黒
田
は
刷
毛
幅
の
改
良

や
糊
の
塗
り
方
を
改
善
す
る
こ
と
で

作
業
の
効
率
を
図
る
な
ど
し
て
、
奉

公
か
ら
四
年
後
、
大
阪
市
西
区
南
堀

写真１
黒田善太郎（大正４年頃撮影）

写真２
黒田表紙店の店員

写真３
黒田表紙店の決算帳

2
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簿
を
製
造
し
、
そ
の
後
七
〇
種
類
に
も

及
ぶ
既
成
洋
式
帳
簿
を
製
造
販
売
し
た
。

伊
東
屋
と
文
寿
堂
は
、
明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
）
三
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一

回
日
本
文
具
教
育
品
博
覧
会
に
洋
式
帳
簿

を
出
品
し
、
伊
東
屋
に
は
進
歩
金
牌
が
、

文
寿
堂
に
は
進
歩
銀
牌
が
贈
ら
れ
て
い

る
。
⑶

　

そ
の
他
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）、

東
京
銀
座
に
創
業
し
た
文
祥
堂
は
、
英
国

か
ら
洋
紙
を
輸
入
し
、
主
力
の
印
刷
技
術

を
活
か
し
て
洋
式
帳
簿
を
製
造
販
売
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
製
造
業

者
は
、
本
来
、
万
年
筆
な
ど
の
舶
来
文
具

を
輸
入
販
売
す
る
文
具
店
で
あ
り
、
販
売

し
て
い
る
洋
式
帳
簿
の
ほ
と
ん
ど
は
下
請

業
者
が
製
造
し
て
い
た
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
「
文
具
店
ブ
ラ
ン
ド
品
」
で
あ
る
既
成
洋
式

帳
簿
の
販
路
は
、
比
較
的
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

４　

黒
田
国
光
堂
の
洋
式
帳
簿

　

我
が
国
の
資
本
主
義
経
済
体
制
が
確
立
し
た
大
正
時
代
は
、
各
種
製
造
業
に
お
い
て
も

急
速
に
工
業
化
が
進
め
ら
れ
、
工
業
所
得
が
農
業
所
得
を
上
回
る
時
代
の
幕
開
け
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
従
来
の
単
式
簿
記
に
代
わ
り
損
益
を
計
算
す

る
た
め
の
複
式
簿
記
が
民
間
企
業
に
も
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
⑷

　

複
式
簿
記
の
導
入
が
会
計
帳
簿
に
与
え
る
影
響
を
予
察
し
た
黒
田
表
紙
店
は
、
大
正
二

年
（
一
九
一
三
）、
洋
式
帳
簿
（
写
真
６
）
の
既
製
品
化
に
着
手
し
た
。
翌
年
に
は
商
号

を
「
国
の
光
」（
故
郷
の
光
）
に
由
来
す
る
「
黒
田
国
光
堂
」
に
改
称
し
、
本
格
的
に
洋

式
帳
簿
の
製
造
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
、
そ
の
後
、
東
京
株

の
た
め
、
自
ら
新
し
い
販
売
ル
ー

ト
を
切
り
開
く
な
ど
並
々
な
ら

ぬ
努
力
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
改

良
に
改
良
を
重
ね
た
優
良
品
質

の
和
式
帳
簿
は
次
第
に
世
間
に

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

経
営
も
安
定
し
、
従
業
員
も
順

調
に
増
加
し
た
黒
田
表
紙
店
は
、

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
七

月
、
南
堀
江
の
店
舗
か
ら
大
阪
市

西
区
新
町
南
通
三
丁
目
（
現 

大

阪
市
西
区
新
町
三
丁
目
）
地
先
に

店
舗
を
移
転
し
（
新
町
の
店
舗
、

写
真
４
）、
新
し
く
始
ま
る
大
正

と
い
う
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。
黒
田
表
紙
店
の
和
式
帳

簿
は
大
正
時
代
の
中
頃
に
「
黒
田
国
光
堂
の
和
式
帳
簿
」
と
し
て
全
盛
を
迎
え
、
そ
の
後

は
時
代
の
趨
勢
と
と
も
に
次
第
に
洋
式
帳
簿
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和

二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
製
造
が
打
ち
切
ら
れ
た
。

３　

洋
式
帳
簿
の
登
場

　

我
が
国
で
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
国
立
銀
行
条
例
の
制
定
に
伴
い
収
支
計
算

に
よ
る
簿
記
法
の
必
要
が
迫
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
洋
式
帳
簿
が
用
い
ら
れ
た
と

言
わ
れ
る
。
⑵
そ
の
後
、
西
洋
式
の
会
計
（
複
式
簿
記
）
が
銀
行
や
大
企
業
な
ど
に
も
順

次
導
入
さ
れ
、
洋
式
帳
簿
が
用
い
ら
れ
る
機
会
は
増
加
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
帳
簿
屋
に
よ

る
名
入
り
の
誂
え
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
末
期
か
ら
既
成
洋
式
帳
簿
の
需
要
が
増

え
始
め
、
東
京
銀
座
の
伊
東
屋
や
横
浜
の
文
寿
堂
（
写
真
５
）
が
そ
れ
に
応
え
た
。

　

特
に
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
創
業
の
伊
東
屋
は
、
当
初
約
三
〇
種
の
洋
式
帳

写真４　新町の店舗

写真５　横浜の馬車道通りにあった文寿堂（右手前の店舗）
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そ
し
て
大
正
十
一
年
に
は
同
じ
猪
飼
野
の
地
に
工
場
（
猪
飼
野
工
場
、
写
真
７
）
を
設
立

し
、
洋
式
帳
簿
の
罫
引
や
印
刷
を
開
始
し
た
。

　

自
家
一
貫
製
造
の
濫
觴
と
言
え
る
猪
飼
野
工
場
に
は
、
設
立
当
初
六
台
の
活
版
印
刷
機

と
罫
線
機
三
台
が
設
置
さ
れ
、
従
業
員
は
約
四
〇
人
、
月
商
は
六
万
円
か
ら
七
万
円
に
伸

び
た
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
工
場
で
は
洋
式
帳
簿
の
自
家
製
本
も
一
部
開
始
し
た
が
、

製
品
は
依
然
と
し
て
新
町
の
店
舗
へ
運
ば
れ
、
同
店
か
ら
出
荷
さ
れ
た
。

６　

関
東
市
場
の
開
拓
と
「
東
京
国
誉
会
」
の
結
成

　

大
正
期
を
通
じ
て
改
良
が
重
ね
ら
れ
た
黒
田
国
光
堂
の
紙
製
品
は
、
文
具
卸
問
屋
や
紙

問
屋
を
流
通
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
特
に
大
阪
か
ら
西
へ
と
次
々
に
広
ま
っ
た
。一
方
で
、

当
時
有
力
な
文
具
卸
問
屋
や
文
具
店
ブ
ラ
ン
ド
品
の
牙
城
で
あ
っ
た
関
東
市
場
で
は
、
大

阪
製
の
商
品
の
こ
と
を
安
価
で
客
を
釣
る
商
品
「
サ
カ
モ
ノ
」「
ハ
ン
モ
ノ
」
と
呼
ん
で

蔑
視
す
る
風
潮
が
あ
り
、
特
に
東
京
の
販
売
店
で
は
取
り
扱
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
関
東
大
震
災
が
起
こ
り
、
東
京
地

式
市
場
の
暴
騰
な
ど
が
相
次

い
だ
。

　

当
時
、
複
式
簿
記
に
よ
る

会
計
帳
簿
管
理
は
一
般
の
会

社
や
商
店
に
普
及
し
つ
つ

あ
っ
た
が
、
記
帳
方
法
が
乱

雑
で
あ
っ
た
た
め
、
課
税
基

準
の
算
定
は
困
難
を
極
め
て

い
た
。
こ
れ
を
受
け
、
大
正

六
年
（
一
九
一
七
）、
全
国
各

地
の
税
務
署
が
帳
簿
組
織
の

改
善
を
目
的
に
洋
式
帳
簿
の

記
帳
方
法
に
関
す
る
指
導
や
講
習
会
を
積
極
的
に
開
催
し
た
た
め
、
洋
式
帳
簿
の
需
要
は

急
速
に
拡
大
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
帳
簿
の
製
造
は
罫
引
や
印
刷
な
ど
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
下
請
業
者
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
、
こ
れ
ら
増
大
す
る
需
要
に
対
し
て

良
品
を
供
給
す
る
た
め
、
同
年
、
黒
田
国
光
堂
は
大
阪
市
西
区
九
条
町
（
現 

大
阪
市
西

区
九
条
一
丁
目
他
）
地
先
に
洋
式
帳
簿
の
専
属
工
場
（
九
条
専
属
工
場
）
を
設
立
し
た
。

　

九
条
専
属
工
場
建
設
の
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
外
部
に
散
在
し
て
い
た
下
請
業
者
を
自
社

工
場
内
に
集
め
る
な
ど
、
将
来
的
に
下
請
依
存
か
ら
脱
却
し
て
自
家
一
貫
製
造
体
制
を
確

立
し
、
良
品
廉
価
な
製
品
を
作
る
と
い
う
黒
田
の
強
い
信
念
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し

て
こ
の
年
、
黒
田
の
「
故
郷
で
あ
る
富
山
の
国
の
誉
れ
と
な
る
製
品
を
作
り
た
い
」
と
い

う
悲
願
と
と
も
に
黒
田
国
光
堂
紙
製
品
の
商
標
は
「
国
誉
」
と
定
め
ら
れ
た
。

５　

自
家
一
貫
製
造
の
は
じ
ま
り 

─ 

猪
飼
野
工
場
の
設
立 

─

　

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）、
黒
田
国
光
堂
は
創
業
期
の
本
業
で
あ
っ
た
和
式
帳
簿
の
表

紙
製
造
が
次
第
に
副
業
的
に
な
っ
て
き
た
こ
と
や
一
般
紙
製
品
の
製
造
量
が
増
加
し
た
こ

と
か
ら
、
大
阪
府
東
成
郡
鶴
橋
町
大
字
猪
飼
野
（
現 

大
阪
市
東
成
区
大
今
里
）
地
先
に

表
紙
部
を
新
設
し
、
和
式
帳
簿
の
表
紙
や
人
名
簿
、
通
帳
な
ど
の
製
造
販
売
を
行
っ
た
。

写真６　黒田国光堂の洋式帳簿
　　　　（写真は昭和初期の製品）

写真７　猪飼野工場の従業員

写真８　東京国誉会集合写真（10周年記念時）
　　　　前列中央は黒田善太郎。昭和９年頃撮影。
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区
の
紙
製
品
メ
ー
カ
ー
が
製
造
不
能
に
陥
っ
た
た
め
、
関
東
か
ら
の
需
要
が
関
西
に
殺
到

す
る
事
態
が
生
じ
た
。
こ
の
緊
急
事
態
に
黒
田
国
光
堂
は
、
工
場
の
設
備
を
漸
次
増
加
し

て
製
品
の
増
産
を
計
っ
た
が
、
黒
田
は
関
東
に
出
荷
す
る
製
品
の
検
査
を
よ
り
厳
重
に
す

る
と
と
も
に
、
自
身
の
「
良
品
廉
価
」
の
信
念
に
基
づ
き
他
社
が
製
造
し
た
製
品
よ
り
安

い
価
格
を
適
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
関
東
の
有
力
な
文
具
卸
問
屋
の
信
用
を
高
め
、
翌
年

に
は
震
災
時
に
東
京
で
黒
田
国
光
堂
の
紙
製
品
を
扱
っ
た
一
二
軒
の
文
具
卸
問
屋
に
よ
っ

て
「
東
京
国
誉
会
」（
写
真
８
）
が
結
成
さ
れ
、同
会
は
東
京
市
場
進
出
へ
の
礎
と
な
っ
た
。

７　

コ
ク
ヨ
最
初
の
自
家
一
貫
製
造
工
場 

─ 

中
道
工
場
の
設
立 

─

　

黒
田
国
光
堂
に
と
っ
て
大
正
時
代
に
到
来
し
た
洋
式
帳
簿
の
需
要
拡
大
や
関
東
大
震
災

を
機
と
す
る
東
京
市
場
へ
の
進
出
は
、
商
業
資
本
に
依
存
し
た
加
工
屋
か
ら
近
代
的
な
製

造
販
売
体
制
を
備
え
た
紙
製
品
製
造
業
の
確
立
に
向
け
て
歩
み
出
す
契
機
と
な
っ
た
。
そ

の
象
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）に
大
阪
市
東
成
区
中
道
（
現 

中
道
一
丁
目
他
）
地
先
に
設
立
さ
れ
た
黒
田
国
光
堂
最
初
の
新
築
工
場
「
中
道
工
場
」（
写

真
９
）
で
あ
る
。
⑸
中
道
工
場
は
七
〇
〇
坪
の
土
地
に
木
造
瓦
葺
二
階
建
が
五
棟
（
建
坪

約
五
〇
〇
坪
）
建
ち
並
び
、
設
立
当
時
の
機
械
設
備
と
し
て
活
版
印
刷
機
一
一
台
、
罫
線

機
六
台
を
有
し
、
工
場
で
は
約
一
二
〇
人
の
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
た
。

　

中
道
工
場
に
遡
る
猪
飼
野
工
場
で
は
、
自
家
一
貫
製
造
と
し
て
「
雑
貨
」
と
呼
ば
れ
る

伝
票
や
仕
切
書
、
便
箋
な
ど
の
印
刷
製
本
の
ほ
か
、
洋
式
帳
簿
の
罫
引
の
一
部
が
行
わ
れ

て
い
た
が
、
主
要
製
品
で
あ
っ
た
和
式
帳
簿
や
複
写
簿
、
洋
式
帳
簿
の
製
本
の
ほ
と
ん
ど

は
九
条
専
属
工
場
時
代
よ
り
自
家
一
貫
製
造
の
過
渡
的
な
製
造
形
態
で
あ
る
「
請
負
制

度
」
の
も
と
下
請
業
者
に
依
存
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
雑
貨
製
造
の
自
営
（
雑
貨
部
・
写

真
10
上
）
と
下
請
依
存
が
並
存
す
る
厳
密
な
意
味
で
の
自
家
一
貫
製
造
体
制
は
確
立
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
は
中
道
工
場
内
に
建
物
を
増
築
し
、
従

前
よ
り
和
式
帳
簿
の
製
本
工
程
を
請
け
負
っ
て
い
た
下
請
業
者
を
工
場
内
に
集
め
、
請
負

制
度
で
製
造
を
行
う
こ
と
で
下
請
依
存
を
解
消
し
た
（
和
帳
製
本
部
・
写
真
11
上
）。⑹
こ

の
時
、
黒
田
は
中
道
工
場
内
の
場
所
を
無
償
で
下
請
業
者
に
提
供
し
、
そ
の
後
、
請
負
制

写真９　黒田国光堂初の自社工場である中道工場
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度
の
専
属
業
者
を
徐
々
に
で
は
あ
る
が
中
道
工
場
の
従
業
員
と
し
て
吸
収
し
た
。
そ
の
結

果
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
大
阪
市
東
成
区
大
今
里
地
先
に
「
旧
本
社
・
旧
本
社

工
場
」
が
完
成
し
て
し
ば
ら
く
し
た
後
、
ほ
と
ん
ど
の
請
負
業
者
が
黒
田
国
光
堂
の
従
業

員
と
な
っ
た
。

８　
「
コ
ク
ヨ
帳
簿
紙
」
の
開
発

　

洋
式
帳
簿
の
製
造
を
開
始
し
た
頃
、
黒
田
国
光
堂
は
他
社
同
様
に
英
国
か
ら
の
輸
入
紙

を
帳
簿
紙
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
輸
入
紙
で
は
入
荷
が
不
如
意
で
あ

る
こ
と
や
材
質
、
価
格
な
ど
供
給
面
で
安
定
さ
を
欠
く
こ
と
か
ら
、
大
正
時
代
の
中
頃
よ

り
、
当
時
勃
興
期
に
あ
っ
た
製
紙
業
界
と
協
力
し
な
が
ら
輸
入
紙
と
比
べ
て
遜
色
の
な
い

国
産
帳
簿
紙
の
開
発
に
着
手
し
て
い
た
。

　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、
中
道
工
場
が
設
立
さ
れ
た
頃
、
黒
田
は
英
国
製
の
輸
入
紙

を
持
参
し
て
王
子
製
紙
（
現 

日
本
製
紙
）
小
倉
工
場
に
輸
入
紙
に
劣
ら
な
い
国
産
帳
簿

紙
の
抄
造
を
依
頼
し
た
。
そ
の
後
、
王
子
製
紙
は
黒
田
国
光
堂
と
と
も
に
約
三
年
の
歳
月

を
か
け
て
紙
表
面
の
斑
や
イ
ン
キ
吸
収
性
の
不
均
一
な
ど
の
問
題
を
解
決
し
、
輸
入
紙
に

劣
ら
な
い
品
質
の
国
産
紙
を
抄
造
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
紙
は
「
国
誉
帳
簿
紙
」

（
列
品
番
号
14
）
と
命
名
さ
れ
、
そ
の
優
れ
た
品
質
は
昭
和
五
年
に
三
越
で
開
催
さ
れ
た

展
示
会
で
広
く
業
界
に
周
知
さ
れ
た
。

　

黒
田
国
光
堂
が
求
め
る
品
質
の
帳
簿
紙
が
恒
常
的
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
昭
和
十
二
年
ご
ろ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間
、
黒
田
は
毎
回
抄
造
の
現
場
に
立

会
い
、
あ
る
時
は
決
し
て
満
足
い
か
な
い
紙
で
も
買
い
取
っ
て
い
た
こ
と
が
、
理
想
の
国

産
帳
簿
紙
誕
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ひ
と
つ
と
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

９　
「
色
紙
付
書
翰
箋
」
の
発
売

　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
中
道
工
場
設
立
後
、
和
式
帳
簿
の
下
請
依
存
解
消
や
当
時

の
最
先
端
印
刷
機
「
二
回
転
凸
版
印
刷
機
」
の
導
入
、
理
想
と
す
る
国
産
帳
簿
紙
や
便
箋

に
最
も
適
し
た
紙
「
３
K
便
箋
紙
」（
列
品
番
号
23
）
の
抄
造
な
ど
、
黒
田
国
光
堂
は
我

が
国
に
お
け
る
紙
製
品
製
造
業
の
近
代
化
を
推
し
進
め
る
草
分
け
的
存
在
と
な
っ
た
。
更

写真10　中道工場の雑貨部（上）と洋帳綴部（下）写真11 中道工場の和帳簿本部（上）と洋帳製本部（下）
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品
番
号
26
）
が
発
足
し
た
。
本
例
は
紙
製
品
製
造
業
で
あ
る
黒
田
国
光
堂
を
中
心
と
す
る

代
理
店
統
合
の
初
例
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

販
売
網
の
拡
充
に
加
え
、
こ
の
こ
ろ
関
東
大
震
災
を
機
に
結
成
さ
れ
た
東
京
国
誉
会
も

結
成
一
〇
周
年
を
迎
え
（
写
真
８
、
列
品
番
号
12
）、
信
用
で
築
き
上
げ
た
東
京
市
場
に

お
け
る
需
要
も
順
調
に
増
大
し
た
。
増
え
続
け
る
需
要
に
対
し
、
中
道
工
場
で
は
昭
和

七
・
八
年
か
ら
昼
夜
操
業
で
対
応
し
た
が
、
つ
い
に
注
文
に
応
じ
き
れ
な
い
状
況
に
至
っ

た
。
そ
こ
で
、
更
に
高
い
生
産
性
を
実
現
す
る
た
め
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）、
現

在
の
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
本
社
所
在
地
に
旧
本
社
（
写
真
12
下
）・
旧
本
社
工
場
を
新
設
し

た
（
列
品
番
号
27
・
28
）。

　

旧
本
社
工
場
に
は
安
堂
寺
橋
の
店
舗
に
あ
っ
た
印
刷
機
を
移
し
て
複
写
部
を
開
設
し
、

従
前
か
ら
ほ
と
ん
ど
を
下
請
に
依
存
し
て
い
た
複
写
簿
の
自
家
製
造
体
制
を
ほ
ぼ
整
え
た

ほ
か
、⑽ 

翌
年
に
は
同
工
場
に
バ
イ
ン
ダ
ー
部
を
新
設
し
、
バ
イ
ン
ダ
ー
の
自
家
製
造
も

始
ま
っ
た
。
ま
た
、
和
式
帳
簿
と
洋
式
帳
簿
は
、
従
前
ど
お
り
専
属
業
者
に
よ
る
請
負
制

度
の
も
と
製
造
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、同
年
に
は
機
械
・
人
員
と
も
に
新
工
場
に
統
合
し
た
。

に
時
を
同
じ
く
し
て
、昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
は
大
ヒ
ッ
ト
商
品
「
色
紙
付
書
翰
箋
」

（
列
品
番
号
25
・
44
）
が
発
売
さ
れ
た
。

　

黒
田
国
光
堂
に
よ
る
便
箋
の
製
造
は
大
正
三
年（
一
九
一
四
）か
ら
五
年
頃
に
遡
る
が
、⑺

当
時
販
売
し
て
い
た
便
箋
「
国
印
」（
一
〇
〇
枚
）「
光
印
」（
八
〇
枚
）
は
、
表
紙
も
無

く
台
紙
に
便
箋
紙
を
付
け
た
だ
け
の
簡
単
な
製
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
大
正
九
年
に
簡

単
な
意
匠
の
表
紙
を
付
け
た
便
箋
が
製
造
販
売
さ
れ
、
表
紙
の
意
匠
は
次
第
に
他
の
業
者

と
同
様
に
日
本
画
風
の
静
物
や
風
景
物
が
多
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。⑻ 

ま
た
、
昭

和
初
期
に
は
既
に
大
衆
製
品
と
な
っ
て
い
た
便
箋
の
需
要
は
増
大
で
、
そ
れ
だ
け
に
製
造

業
者
の
数
も
多
く
、
当
時
、
業
者
間
で
は
表
紙
絵
に
採
用
す
る
流
行
画
家
の
争
奪
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

昭
和
初
期
、「
白
梅
便
箋
」
で
知
ら
れ
た
東
京
の
便
箋
専
門
業
者
で
あ
る
東
光
堂
と
在

阪
の
紙
製
品
総
合
業
者
の
岡
本
ノ
ー
ト
の
二
社
が
便
箋
市
場
を
大
き
く
占
有
し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、黒
田
国
光
堂
は
便
箋
の
名
称
に
本
来
の
使
用
目
的
を
表
す
「
書
翰
箋
」

を
採
用
し
、
当
時
流
行
し
て
い
た
日
本
画
家
の
作
品
を
使
用
す
る
度
に
傷
や
擦
れ
が
生
じ

る
表
紙
絵
に
採
り
上
げ
る
の
で
は
は
く
、
色
紙
に
再
現
し
た
も
の
を
付
録
と
し
て
書
翰
箋

に
付
け
た
。⑼ 

こ
の
消
費
者
目
線
か
ら
生
ま
れ
た
発
想
は
、
業
界
の
注
目
を
浴
び
る
と
と

も
に
、
廉
価
な
美
術
全
集
な
ど
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
の
一
般
大
衆
に
広
が
り
、

以
後
、「
便
箋
と
言
え
ば
コ
ク
ヨ
」「
コ
ク
ヨ
便
箋
」
と
呼
ば
れ
る
時
期
が
長
く
続
い
た
。

10　

販
売
網
の
拡
充
と
工
場
の
新
設

　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、
コ
ク
ヨ
製
品
の
販
売
店
舗
で
あ
っ
た
新
町
の
店
舗
が
中
道

工
場
か
ら
遠
い
こ
と
や
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
阪
市
東
区
安
堂
寺
橋
（
現 

大
阪

市
中
央
区
安
堂
寺
町
）
地
先
へ
移
転
し
、
営
業
所
を
設
立
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
安
堂

寺
橋
の
店
舗
も
次
第
に
狭
小
に
な
っ
た
た
め
、
昭
和
八
年
、
同
区
博
労
町
（
現 

大
阪
市

中
央
区
博
労
町
一
丁
目
他
）
地
先
に
三
階
建
の
営
業
所
を
開
設
し
、
近
畿
地
区
の
販
売
に

あ
た
っ
た
。
そ
し
て
翌
年
、
販
売
網
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
計
る
た
め
、
創
業
期
か
ら
個
人

商
店
と
し
て
製
品
を
販
売
し
て
き
た
黒
田
国
光
堂
の
店
舗
を
主
体
と
し
て
大
阪
市
内
の
有

力
な
紙
問
屋
三
店
と
の
共
同
出
資
に
よ
る
「
株
式
会
社
コ
ク
ヨ
商
店
」（
写
真
12
上
、
列

写真12　株式会社コクヨ商店（上）と旧本社社屋（下）
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年

明
治
38

明
治
45

大
正
６

大
正
９

大
正
11

昭
和
２

昭
和
８

昭
和
11

昭
和
15

昭
和
20

昭
和
29

（1905）（1912）（1917）（1920）（1922）（1927）（1933）（1936）（1940）（1945）（1954）

店
舗
・
事
務
所

一貫
製造

工　
　

場

　

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
の
創
業
時
、
我
が
国
に
は
既
成
の
紙
製
品
を
一
貫
し
て

製
造
す
る
業
者
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
三
十
三
年
を
経
て
、
当
時
と
し
て
は
他
に

類
を
見
な
い
設
備
の
整
っ
た
工
場
と
と
も
に
紙
製
品
の
一
貫
製
造
体
制
を
整
え
、
戦
前
に

お
け
る
黒
田
国
光
堂
繁
栄
の
絶
頂
期
を
築
き
上
げ
た
黒
田
は
、昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

に
個
人
商
店
の
黒
田
国
光
堂
を
合
名
会
社
と
し
て
法
人
組
織
に
変
更
し
た
。
黒
田
と
黒
田

国
光
堂
は
名
実
と
も
に
紙
製
品
製
造
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
。

日本橋一

ށਆࢸ

౎ژࢸ
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ೆ৿ொ
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ۭ৺ொ
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ཬϩʔλϦʔࠓ

ٶのࡩ

ఱຬڮ

അ場ொ

大阪
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த೭
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๺඿ೋ๺඿ೋ
ཎ԰ڮංڮޙ

Ԭ࡚ڮԬ࡚ڮ
઒ޱொ઒ޱொ

ന൅ڮ

઒ೋࡩ

ిࢢ
ಓ࿏

ಿ೾

ືொ

઒ڥ

ຊా௨一ຊా௨一

্ຊொ࿡

ےಊޚѨഒ໺ࢸѨഒ໺ࢸ
দ԰ொے

্ຊொೋ

ຊொೋ

堀
江

九
条
専
属
工
場

帳
簿
工
場

旧
本
社
工
場

旧
本
社

猪
飼
野
工
場

博
労
町

ԼຯݪԼຯݪ ௽ڮ

ࣉఱԦࢸࣉఱԦࢸ

表
紙
部

大੒௨大੒௨

大阪৓大阪৓

ڮο࢛ڮο࢛ 安
堂
寺
橋

安
堂
寺
橋

௕ງڮ௕ງڮ

৴ೱڮ৴ೱڮ

新
町
新
町

西
部
コ
ク
ヨ
商
店

໰԰ڮ໰԰ڮ 中
道
工
場

❶
①

② ③
④

⑤

⑥

❷
❸

❹

❺

❻

大阪地区におけるコクヨの店舗・工場の位置図（明治38年から昭和29年頃まで）
『コクヨ100年のあゆみ』（コクヨ株式会社、2006）12頁をもとに一部改変。

大阪地区におけるコクヨの店舗・事務所や工場の変遷（明治38年から昭和29年頃まで）
『コクヨ100年のあゆみ』（コクヨ株式会社、2006）12・13頁をもとに一部改変。

構想期 準備期 濫觴期 過渡期 確立初期 「紙製品製造業」確立

①
堀
江
の
店
舗

❶
九
条
専
属
工
場

❷
表
紙
部（
猪
飼
野
長
池
）

❸
猪
飼
野
工
場

❹
中
道
工
場

❺
旧
本
社
工
場

❻
帳
簿
工
場

②
新
町
の
店
舗

④
博
労
町
の
店
舗

㈱
コ
ク
ヨ
商
店

③
安
堂
寺
橋
の
店
舗

⑥
㈱
西
部
コ
ク
ヨ

⑤
旧
本
社

別
製
部

※後の深江工場

※空襲により焼失

※空襲により焼失
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軍
事
訓
練
な
ど
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
織

り
込
ま
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

実
際
、
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、
自
由

参
加
で
あ
っ
た
が
天
長
節
な
ど
の
祝
日

に
軍
事
教
練
の
一
環
と
し
て
、
大
阪
市

内
の
他
の
青
年
学
校
と
と
も
に
、パ
レ
ー

ド
を
行
っ
た
話
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

　

国
光
塾
と
し
て
建
設
さ
れ
た
校
舎
は
、

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）、
当
時
の

コ
ク
ヨ
株
式
会
社
社
長
の
黒
田
靖
之
助

（
一
九
一
九
─
一
九
八
九
）
の
申
し
出
を

受
け
、
天
商
同
窓
会
が
中
心
と
な
っ
て

大
阪
市
立
天
王
寺
商
業
高
等
学
校
所
在
地
に
移
築
さ
れ
、
翌
年
、
大
阪
市
に
寄
贈
さ
れ
た

（
写
真
14
）。⑾

12　

戦
時
経
済
下
に
お
け
る
海
外
進
出

　

旧
本
社
・
本
社
工
場
に
国
光
塾
が
設
立
さ
れ
た
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）、
関
東
以

北
の
販
売
網
の
強
化
や
諸
官
庁
と
の
連
絡
の
必
要
性
な
ど
か
ら
、
東
京
市
日
本
橋
区
馬

喰
町
二
丁
目
（
現 

東
京
都
中

央
区
日
本
橋
馬
喰
町
二
丁
目
）

に
「
株
式
会
社
東
京
国
誉
商

店
」
が
設
立
さ
れ
た
（
写
真

15
・
列
品
番
号
29
）。
同
商
店

は
前
出
の
株
式
会
社
コ
ク
ヨ

商
店
と
同
様
、
有
力
卸
商
と

の
共
同
出
資
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
も
の
で
、
戦
時
中
に
焼

11　

国
光
塾
の
設
立

　

旧
本
社
・
旧
本
社
工
場
の
完
成
と
と
も
に
業
績
は
向
上
し
、
工
場
の
従
業
員
数
も
約

三
〇
〇
人
を
数
え
る
ま
で
に
成
長
し
た
黒
田
国
光
堂
の
課
題
は
、
今
後
の
事
業
を
担
う
人

材
の
確
保
と
育
成
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
工
場
の
完
成
翌
年
に
勃
発
し
た
日
中

戦
争
の
影
響
の
も
と
、
軍
民
転
換
に
よ
り
人
材
の
確
保
や
労
働
者
の
補
充
が
困
難
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
自
社
内
で
若
年
の
従
業
員
に
対
す
る
教
育

や
人
材
育
成
を
行
う
た
め
の
社
内
教
育
施
設
「
国
光
塾
」
を
設
立
し
た
（
写
真
13
、
列
品

番
号
30
）。
黒
田
は
国
光
塾
の
前
身
と
し
て
、昭
和
十
一
年
に
青
年
学
校
令
に
基
づ
く
「
青

年
学
校
」
を
開
校
し
て
い
た
が
（
コ
ラ
ム
２
）、
国
光
塾
で
は
主
に
従
業
員
の
精
神
教
育

と
産
業
指
導
が
行
わ
れ
た
。

　

工
場
に
隣
接
し
た
土
地
に
新
築
さ
れ
た
木
造
二
階
建
の
国
光
塾
校
舎
に
は
、
男
子
約

五
〇
名
、
女
子
約
三
〇
名
の
生
徒
が
通
い
、
国
語
や
書
道
、
修
身
な
ど
と
い
っ
た
一
般
教

養
の
ほ
か
、
職
業
訓
練
と
し
て
商
業
簿
記
や
珠
算
な
ど
の
授
業
が
隔
日
で
一
日
平
均
二
時

間
程
度
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
女
子
に
は
黒
田
善
太
郎
夫
人
に
よ
る
茶
道
や
華
道
、
和
裁
な

ど
の
直
接
指
導
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
男
子
に
は
マ
レ
ー
語
や
剣
道
な
ど
の
科
目
以
外
に

写真13
国光塾男子生徒集合写真（上）と国光塾校舎（下）

写真14　移築された国光塾の校舎（提供：天商同窓会）

写真15　株式会社東京国誉商店
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建
国
さ
れ
た
満
州
国
の
治
安
が
確
立
さ
れ
、
内

地
と
比
べ
原
料
や
労
働
力
に
恵
ま
れ
た
同
地
で

紙
製
品
の
需
要
が
増
大
す
る
と
、
黒
田
国
光
堂

は
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
満
州
国
の
首

都
で
あ
る
新
京
（
現 

中
華
人
民
共
和
国
吉
林
省

長
春
市
）
に
「
満
州
国
誉
印
刷
紙
工
株
式
会
社
」

（
写
真
16
・
17
、
列
品
番
号
37
）
を
設
立
し
た
。

同
社
は
現
地
の
印
刷
会
社
で
あ
る
満
州
秀
英
社

印
刷
株
式
会
社
を
買
収
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、

黒
田
国
光
堂
は
満
州
で
類
を
見
な
い
印
刷
工
場

の
設
立
を
理
想
と
し
て
掲
げ
て
い
た
た
め
、
建

物
を
新
築
し
て
内
地
か
ら
機
械
を
導
入
す
る
な

ど
設
備
の
拡
張
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。

　

同
工
場
で
は
便
箋
や
伝
票
な
ど
の
紙
製
品
に

加
え
、
書
籍
（
単
行
本
）
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
別
注
品
も
製
造
さ
れ
た
が
、
原
紙
や
材

料
が
統
制
下
に
あ
っ
た
た
め
、
満
州
国
政
府
の
専
属
工
場
と
し
て
主
に
「
公
債
」「
富
く

じ
」
の
印
刷
も
行
わ
れ
た
。
一
方
、
内
地
の
黒
田
国
光
堂
は
軍
需
工
場
へ
の
転
換
は
免
れ

た
も
の
の
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に
陸
軍
需
品
本
廠
監
督
工
場
に
指
定
さ
れ
た
た

め
、
通
信
箋
や
軍
用
帳
簿
、
そ
の
他
政
府
関
係
印
刷
物
の
製
造
が
中
心
と
な
っ
た
。

　

昭
和
二
十
年
、
太
平
洋
戦
争
は
終
結
し
た
が
、
黒
田
国
光
堂
は
大
阪
の
コ
ク
ヨ
商
店
や

西
部
コ
ク
ヨ
商
店
、
東
京
の
東
京
国
誉
商
店
、
荒
川
区
の
東
京
工
場
を
空
襲
で
失
っ
た
。

ま
た
、
ジ
ャ
ワ
コ
ク
ヨ
商
店
と
満
州
国
誉
印
刷
紙
工
は
、
昭
和
二
十
一
年
、
そ
れ
ぞ
れ
現

地
に
赴
い
て
い
た
社
員
全
員
が
日
本
に
引
き
揚
げ
た
後
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。

13　

戦
後
の
再
建

　

太
平
洋
戦
争
後
、
黒
田
国
光
堂
の
再
建
は
奇
跡
的
に
製
造
設
備
が
無
傷
で
残
っ
た
旧
本

社
・
本
社
工
場
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
戦
後
混
乱
期
の
な
か
、
統
制
が
継
続
さ
れ
て
い
た
原

紙
な
ど
の
資
材
調
達
や
輸
送
に
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
が
強
い
ら
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
九
年

失
す
る
ま
で
関
東
に
お
け
る
黒
田
国
光
堂
の
販
売
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。ま
た
、

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
は
中
国
・
四
国
地
方
や
九
州
地
方
及
び
台
湾
方
面
へ
の
販

売
機
関
と
し
て
、
大
阪
市
東
区
北
久
宝
寺
町
三
丁
目
（
現 

中
央
区
北
久
宝
寺
町
三
丁
目
）

地
先
に
「
株
式
会
社
西
部
コ
ク
ヨ
商
店
」（
列
品
番
号
36
）
が
設
立
さ
れ
た
が
、
時
代
は

既
に
太
平
洋
戦
争
開
戦
へ
の
秒
読
み
段
階
に
あ
っ
た
。

　

昭
和
十
六
年
の
太
平
洋
戦
争
勃
発
に
よ
り
、
我
が
国
の
産
業
は
軍
需
産
業
優
先
の
戦
時

体
制
に
組
み
込
ま
れ
、
翌
年
あ
た
り
か
ら
統
制
経
済
の
影
響
に
よ
っ
て
紙
の
統
制
が
本
格

化
し
た
。
物
資
や
労
働
力
不
足
が
進
む
な
か
、
黒
田
国
光
堂
は
ジ
ャ
ワ
島
（
現 

イ
ン
ド

ネ
シ
ア
共
和
国
中
西
部
）
と
満
州
国
（
現 

中
華
人
民
共
和
国
東
北
部
）
に
進
出
す
る
。

　

ジ
ャ
ワ
島
進
出
に
つ
い
て
は
ノ
ー
ト
の
輸
出
と
い
う
外
貨
獲
得
が
主
な
理
由
で
、
昭
和

十
四
年
頃
に
計
画
さ
れ
、
既
に
実
情
視
察
と
現
地
会
社
設
立
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
た
。

当
時
、
現
地
の
市
場
は
蘭
国
お
よ
び
華
僑
系
の
商
社
が
占
有
し
、
市
場
獲
得
が
困
難
で

あ
っ
た
た
め
、
昭
和
十
六
年
に
「
ジ
ャ
ワ
コ
ク
ヨ
商
店
」
を
設
立
し
、
華
僑
資
本
と
提
携

す
る
こ
と
で
製
品
の
注
文
を
受
け
て
日
本
に
発
注
し
、
原
紙
を
確
保
し
て
黒
田
国
光
堂
の

工
場
を
稼
動
さ
せ
た
。
ジ
ャ
ワ
島
向
け

の
製
品
は
専
ら
ノ
ー
ト
や
便
箋
で
、
黒

田
国
光
堂
が
初
め
て
製
造
し
た
青
表
紙

の
ノ
ー
ト
は
現
地
で
「
カ
ッ
チ
ャ
マ
タ
」

と
呼
ば
れ
た
。

　

昭
和
十
七
年
頃
に
な
る
と
、
戦
時
下

で
の
物
流
統
制
に
よ
り
内
地
か
ら
紙
製

品
を
輸
送
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、

ジ
ャ
ワ
コ
ク
ヨ
商
店
で
は
軍
政
監
部
か

ら
印
刷
機
や
裁
断
機
な
ど
を
借
り
受
け
、

か
つ
て
劇
場
で
あ
っ
た
建
物
内
で
日
本

の
商
社
向
け
の
帳
簿
や
伝
票
類
な
ど
の

製
造
を
続
け
た
。

　

ま
た
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に

写真16　満州国誉印刷紙工株式会社

写真17　満州国誉印刷紙工株式会社の従業員
　　　　（後列左端は故黒田暲之助コクヨ名誉会長）
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た
。
青
色
申
告
に
は
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
た
帳
簿
の
備
え
付
け
が
不

可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
帳
簿
や
バ
イ
ン
ダ
ー
、
そ
の
他
の
事
務
用
紙
製
品
の
需
要
が

爆
発
的
に
増
大
し
た
。
し
か
も
、
戦
前
戦
後
の
黒
田
国
光
堂
の
実
績
や
評
判
か
ら
洋
式
帳

簿
な
ど
の
需
要
が
同
社
に
集
中
し
、
以
後
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
は
ほ
と
ん
ど
毎
年
に
お

い
て
工
場
の
新
築
や
拡
張
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
新
し
い
機
械
設
備
が
導
入
さ
れ
た
。

14　

販
売
網
の
拡
大

　

加
速
度
的
に
増
大
し
た
需
要
に
対
応
す
べ
く
、
全
国
主
要
都
市
に
お
け
る
販
売
の
拠
点

作
り
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
の
「
国
誉
商
事
株
式

会
社
京
都
営
業
所
」
を
皮
切
り
に
、
翌
年
に
は
「
株
式
会
社
名
古
屋
コ
ク
ヨ
商
店
」
そ
の

翌
年
に
は
福
岡
市
に
九
州
支
店
（
写
真
18
下
）
が
新
設
さ
れ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
紙
製
品
業
界
内
で
も
様
々
な
製
造
業
者
の
製
品
を
扱
っ
て
い
た
卸

売
業
者
の
業
態
が
見
直
さ
れ
、
卸
売
業
者
が
責
任
の
あ
る
特
定
の
製
造
業
者
の
製
品
の
み

を
専
門
に
供
給
す
る
販
売
会
社
へ
と
再
編
さ
れ
る
活
発
な
動
き
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
代
表

例
と
し
て
、
黒
田
国
光
堂
と
激
烈
な
競
争
状
態
に
あ
っ
た
山
孝
紙
業
株
式
会
社
ほ
か
在
阪

卸
売
業
者
五
社
の
コ
ク

ヨ
部
と
黒
田
国
光
堂
の

共
同
出
資
に
よ
り
昭
和

二
十
七
年
（
一
九
五
二
）

に
設
立
さ
れ
た
「
大
阪

コ
ク
ヨ
商
事
株
式
会
社
」

（
列
品
番
号
47
）
が
挙

げ
ら
れ
る
。
同
社
設
立

に
よ
り
、
取
引
販
売
店

一
六
〇
〇
店
に
及
ぶ
画

期
的
な
コ
ク
ヨ
専
門
代

理
店
が
誕
生
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

（
一
九
三
四
）
の
コ
ク
ヨ
商
店
設
立
以
来
、
東
京
や
大
阪
に
設
け
ら
れ
た
販
売
会
社
を
戦

災
で
失
い
、
創
業
以
来
築
き
上
げ
た
全
国
の
販
売
網
も
混
乱
状
態
に
陥
っ
て
い
た
た
め
、

ま
ず
は
近
畿
・
関
東
圏
に
お
け
る
販
売
拠
点
の
再
建
に
心
血
が
注
が
れ
た
。

　

敗
戦
翌
年
の
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）、
東
京
都
麹
町
区
麹
町
五
丁
目
（
現 

千
代

田
区
麹
町
）
地
先
に
東
京
出
張
所
が
早
く
も
新
設
さ
れ
、
そ
の
翌
年
に
は
東
京
国
誉
商
店

跡
地
に
事
務
所
と
倉
庫
を
新
築
し
て
東
京
支
店
と
す
る
と
、
同
年
に
近
畿
地
区
一
帯
の
発

売
元
と
し
て
旧
本
社
・
旧
本
社
工
場
付
近
に
「
国
誉
商
事
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
京
及
び
近
畿
地
区
の
発
売
元
が
再
建
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
昭
和

二
十
四
年
に
合
名
会
社
黒
田
国
光
堂
は
、
本
社
組
織
や
資
本
充
実
の
た
め
、
戦
前
に
設
立

さ
れ
た
コ
ク
ヨ
商
店
と
東
京
国
誉
商
店
、
西
部
コ
ク
ヨ
商
店
の
三
社
と
合
併
し
、「
株
式

会
社
黒
田
国
光
堂
」
に
組
織
を
改
め
た
。
ま
た
、
同
年
に
は
戦
後
の
早
い
時
期
に
相
当
な

規
模
で
導
入
し
た
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
設
備
を
も
と
に
平
版
工
場
（
写
真
18
上
）を
新
築
し
、

写
真
製
版
か
ら
印
刷
、
仕
上
ま
で
を
一
貫
す
る
自
家
一
貫
製
造
体
制
が
完
成
し
た
。
そ
し

て
こ
の
年
に
長
く
続
い
た
紙
の
統
制
な
ど
が
よ
う
や
く
解
除
さ
れ
た
。

　

昭
和
二
十
五
年
、
前
年
の
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
基
づ
き
「
青
色
申
告
制
度
」
が
導
入
さ
れ

写真18　平版印刷場（上）と開設当初の九州支店（下）

写真19
コクヨ専門代理店第１号の伊藤商店（昭和23年撮影）
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の
で
あ
っ
た
。

　

製
造
面
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

国
誉
帳
簿
紙
や
３
K
便
箋
紙
の
開
発
、
請

負
制
度
の
採
用
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
設
備

の
導
入
な
ど
が
製
品
製
造
に
安
定
を
も
た

ら
し
た
ほ
か
、
正
枚
数
の
表
示
や
色
紙
付

書
翰
箋
な
ど
消
費
者
目
線
の
ア
イ
デ
ア
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に
加

え
、
国
光
塾
で
行
っ
た
従
業
員
教
育
や
人

材
の
育
成
も
製
造
面
の
み
な
ら
ず
販
売
面

に
お
け
る
取
り
組
み
と
し
て
評
価
に
値
す

る
と
言
え
よ
う
。

　

一
方
、
販
売
・
流
通
面
に
つ
い
て
は
、

当
時
同
業
他
社
が
紙
製
品
の
販
路
を
文
具

問
屋
に
求
め
た
の
に
対
し
、
黒
田
国
光
堂

は
販
売
や
流
通
に
も
実
績
が
あ
り
、
各
地

に
分
散
し
て
い
る
紙
問
屋
に
販
路
を
見
出
し
、
そ
の
確
立
に
尽
く
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
従
来
紙
製
品
の
製
造
を
手
掛
け
て
い
た
紙
問
屋
と
競
合
す
る
よ
り

も
、
豊
富
で
安
定
的
な
製
品
の
供
給
を
紙
問
屋
に
保
証
す
る
こ
と
で
、
販
売
店
と
し
て
製

造
者
で
あ
る
黒
田
国
光
堂
と
の
一
体
的
な
協
調
関
係
を
生
み
出
し
、
紙
製
品
市
場
の
安
定

と
成
長
を
図
る
と
い
っ
た
目
論
見
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
黒
田
国
光
堂
が
確
立
し
た
紙
製
品
製
造
業
の
業
界

は
、
昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
海
外
か
ら
の
技
術
や
設
備
の
導
入
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

労
働
集
約
型
の
製
造
体
制
か
ら
合
理
的
且
つ
省
力
的
な
製
造
体
制
へ
と
急
速
な
転
換
が
図

ら
れ
、
ノ
ー
ト
や
フ
ァ
イ
ル
な
ど
軽
便
な
事
務
用
紙
製
品
や
学
用
紙
製
品
へ
と
需
要
が
移

行
す
る
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
十
月
二
日
、黒
田
国
光
堂
は
創
業
五
〇
周
年
を
迎
え
た
。

そ
れ
は
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
の
黒
田
表
紙
店
創
業
以
来
、
大
正
、
昭
和
の
時

代
を
通
じ
業
界
の
先
駆
者
と
し
て
紙
製
品
製
造
業
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
地
歩
を
確
保
す
る
ま
で
の
道
の
り
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
我
が
国
の
紙
製
品
製
造
業

は
、
こ
の
黒
田
国
光
堂
の
歩
み
と
と
も
に
成
立
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
通
商
産
業
省
が
公
表
し
た
昭
和
二
十
九
年
二
月
改
定
の
日

本
標
準
産
業
分
類
に
「
紙
製
品
製
造
業
」
の
名
称
は
見
え
な
い
が
、
昭
和
三
十
二
年
改
定

の
そ
れ
に
は
「
紙
製
品
製
造
業
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。⑿�

そ
し
て
、
紙
製
品
製
造
業
と
い
う
新
し
い
産
業
の
確
立
は
、
紙
製
品
の
製
造
が
従
来
的
な

文
具
問
屋
や
紙
問
屋
か
ら
自
家
一
貫
製
造
体
制
に
よ
る
近
代
的
紙
製
品
製
造
販
売
業
者
へ

と
完
全
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
を
意
味

す
る
。

　

黒
田
国
光
堂
が
自
家
一
貫
製
造
体

制
に
よ
る
紙
製
品
製
造
販
売
業
者
と

し
て
そ
の
確
固
た
る
地
位
を
築
き
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
明
治

四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
黒
田
表

紙
店
が
和
式
帳
簿
の
製
造
販
売
を
始

め
て
以
降
、
大
正
期
に
お
け
る
複
式

簿
記
の
導
入
や
大
正
か
ら
昭
和
初
期

に
至
る
大
衆
文
化
の
開
花
、
戦
後
の

税
制
改
革
な
ど
、
常
に
世
の
中
の
趨

勢
を
見
極
め
な
が
ら
特
に
製
造
と
販

売
・
流
通
の
両
面
で
先
駆
的
且
つ
独

創
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も

写真20　創業50周年記念祝賀会で挨拶する黒田善太郎
　　　　（昭和29年、新大阪ホテル）

写真21　昭和29年頃の旧本社・旧本社工場
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コ
ク
ヨ
株
式
会
社
の
創
業
者
で
あ
る
黒
田
善
太
郎
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
理
念
は
、

今
日
に
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。す
ぐ
に
思
い
つ
く
も
の
だ
け
で
も
「
金
の
商
売
、粕
の
商
売
」

「
良
品
・
廉
価
」「
天
職
論
」「
阪
物
（
サ
カ
モ
ノ
・
ハ
ン
モ
ノ
）
の
名
誉
回
復
」
な
ど
幾
つ
か

挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
黒
田
の
「
天
職
論
」
に
は
、
コ
ク
ヨ
を
紙
製
品
の
王
国
（
大

コ
ク
ヨ
時
代
）
に
築
き
上
げ
た
仕
事
ぶ
り
が
表
さ
れ
て
い
る
。

　

黒
田
の
「
天
職
論
」
を
簡
潔
に
述
べ
る
と
、
人
間
は
も
と
も
と
何
も
持
た
ず
に
生
ま
れ
、

両
親
や
先
生
、
社
会
の
お
か
げ
で
成
長
す
る
と
、
や
が
て
何
か
ひ
と
つ
の
天
職
が
授
け
ら
れ

る
。
そ
し
て
人
は
天
職
に
自
分
の
一
生
を
打
ち
込
み
、
命
の
あ
る
限
り
全
て
の
能
力
を
傾
け
、

そ
の
天
職
を
守
り
抜
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
黒
田
に
と
っ
て
天

職
に
打
ち
込
む
と
い
う
こ
と
は
、
日
々
真
心
を
持
っ
て
紙
製
品
を
作
り
、
そ
し
て
売
る
と
い

う
こ
と
に
尽
き
る
と
言
え
る
。

　

実
際
に
、
黒
田
が
紙
製
品
の
王
国
を
築
き
上
げ
た
背
景
に
は
、
株
式
投
資
や
土
地
の
買
占

め
に
よ
り
利
益
を
得
る
な
ど
の
奇
手
妙
手
は
見
ら
れ
ず
、
日
々
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
良
心

的
な
紙
製
品
を
せ
っ
せ
と
製
造

4

4

4

4

4

4

し
、
せ
っ
せ
と
売
る

4

4

4

4

4

4

の
み
で
、
こ
れ
よ
り
他
に
見
当
た
ら
な

い
こ
と
は
、
十
六
年
間
、
黒
田
の
仕
事
ぶ
り
を
間
近
で
見
て
い
た
当
時
の
取
締
役
、
置
塩
泰

造
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

当
時
、
コ
ク
ヨ
が
製
造
す
る
既
成
の
事
務
用
紙
製
品
は
、
黒
田
自
ら
「
自
分
は
一
文
菓
子

屋
だ
」
と
公
言
す
る
ほ
ど
儲
け
が
少
な
く
、
手
間
が
か
か
る
割
に
は
簡
単
な
製
品
だ
け
に
企

業
を
育
て
上
げ
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
黒
田
は
自

身
の
平
明
で
直
接
的
な
「
天
職
論
」
の
も
と
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
の
創
業
か
ら

大
正
、昭
和
の
三
代
を
通
じ
て
約
五
〇
年
間
、「
誠
実
」

「
努
力
」「
忍
耐
」「
克
己
」
と
い
っ
た
人
生
の
哲
理

を
根
底
と
し
て
紙
製
品
を
製
造
し
、
販
売
し
続
け
て

今
日
の
コ
ク
ヨ
の
礎
を
築
き
上
げ
た
。

 【
参
考
文
献
】

コ
ク
ヨ
株
式
会
社
〝
光
を
た
た
え
て
〟
編
集
委
員
会

『
光
を
た
た
え
て　
故
黒
田
会
長
〝
想
い
出
の
記
〟
集
』

（
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
、
一
九
六
八
）

【
引
用
文
献
】

①
黒
田
国
光
堂
創
業
五
十
周
年
記
念
誌
編
輯
委
員
『
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』（
株
式
会
社
黒
田
国
光
堂
、
一
九
五
四
）

②
「
黒
田
善
太
郎
さ
ん
」
編
集
委
員
会
『
黒
田
善
太
郎
さ
ん
』（
富
山
県
立
富
山
商
業
高
等
学
校
、
一
九
六
四
）

③
田
中
経
人
『
文
具
の
歴
史
』（
リ
ヒ
ト
産
業
株
式
会
社
、
一
九
七
二
）

④
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
七
〇
年
史
編
集
委
員
会
『
コ
ク
ヨ
＊
七
〇
年
の
あ
ゆ
み
』（
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
、
一
九
七
五
）

⑤
コ
ク
ヨ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
『
報
恩
感
謝　

黒
田
暲
之
助
』（
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
、
二
〇
〇
六
）

⑥
コ
ク
ヨ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
『
コ
ク
ヨ
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』（
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
、
二
〇
〇
六
）

【
注
記
】

⑴ 

長
柄
町
が
「
富
山
」
を
冠
称
す
る
の
が
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
か
ら
明
治
二
十
二
年
と
さ
れ
て
い
る
が

（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

一
六　

富
山
県
』、
角
川
書
店
、
一
九
七
九
）、
富
山
市
立
図
書
館
所
蔵
の
古
地
図

「
新
川
縣
下
第
十
大
区
三
小
区
新
川
郡
富
山
長
柄
町
」（
明
治
九
年
二
月
作
成
）
に
は
富
山
の
冠
称
が
見
え
る
た

め
、
本
稿
で
は
富
山
を
冠
称
す
る
地
名
を
用
い
た
。

⑵ 

久
野
秀
男
「
日
本
近
代
会
計
成
立
史
論
考
（
一
）」（『
学
習
院
大
学
経
済
論
集
』
第
一
〇
巻
四
号
、

一
九
七
四
）、
八
頁

⑶
文
献
③
、
一
三
一
頁

⑷ 

渡
邉
喜
久
「
工
業
会
計
の
理
論
と
計
算
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
東
海
学
園
大
学
研
究
紀
要
』
第
１
号
、

一
九
九
六
）、
三
九
頁

⑸ 

中
道
工
場
建
設
の
最
大
の
理
由
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
大
阪
市
営
電
気
鉄
道
玉
造
今
里
線
の
開
通

が
決
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
猪
飼
野
工
場
の
敷
地
が
分
断
さ
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
文
献
④
、
一
二
一
頁

⑹ 

洋
式
帳
簿
の
製
本
工
程
に
つ
い
て
は
、
従
前
よ
り
九
条
専
属
工
場
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
中
道
工
場
新
設
に
あ

た
り
、
同
工
場
付
近
に
製
本
専
属
工
場
が
移
転
さ
れ
た
。
文
献
④
、
五
五
頁

⑺
便
箋
の
製
造
販
売
年
に
つ
い
て
は
は
文
献
①
・
④
・
⑥
に
よ
っ
て
異
な
る
。

⑻ 

表
紙
絵
の
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
黒
田
は
画
家
（
池
田
北
鳥
・
石
橋
路
可
・
長
谷
川
碧
丁
・
原
田

哥
村
・
渡
辺
幽
香
ら
が
中
心
）
を
交
え
た
意
匠
研
究
会
を
発
足
し
、
作
品
を
持
ち
寄
っ
て
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を

検
討
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
文
献
④
、
一
一
四
頁

⑼ 

当
初
は
『
忠
臣
蔵
』
一
二
段
の
絵
を
日
本
画
の
大
家
に
別
注
し
、
色
紙
に
再
現
し
た
も
の
を
付
録
に
す
る
計
画

で
あ
っ
た
が
、
一
流
日
本
画
家
の
傑
作
二
四
点
の
色
紙
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
一
部
の
収
集
家

に
独
占
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
名
画
を
広
く
大
衆
に
紹
介
す
る
と
い
っ
た
社
会
的
意
義
も
あ
っ
た
と
今
日
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
色
紙
は
一
〇
色
以
上
の
イ
ン
ク
を
用
い
た
オ
フ
セ
ッ
ト
刷
り
で
制
作
さ
れ
た
。
文
献
④
、

五
八
・
一
一
四
・
一
一
五
頁

⑽ 

戦
前
ま
で
複
写
部
は
印
刷
部
門
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
製
本
部
門
が
整
え
ら
れ
た
の
は
戦
後
の
こ
と
で
あ

る
。
文
献
④
、
六
九
・
一
二
七
頁

⑾ 

天
商
同
窓
会
「
天
商
会
館
」（『
天
商
同
窓
会
報
』
第
五
六
号
、
二
〇
〇
八
）、
九
頁
。
な
お
、
移
築
さ
れ
た
当

時
の
校
舎
は
、
高
等
学
校
の
統
合
に
伴
い
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
解
体
さ
れ
た
。

⑿
現
在
、
日
本
標
準
産
業
分
類
に
つ
い
て
は
総
務
省
統
計
局
が
所
管
し
て
い
る
。

コ
ラ
ム
１

コ
ク
ヨ
の
礎
を
築
い
た
黒
田
善
太
郎
の「
天
職
論
」

▶
黒
田
善
太
郎
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黒田国光堂（コクヨ）の紙製品製造販売業確立のあゆみ

和暦 西暦 内　　　　　容

明治38年 1905 10月に黒田善太郎が「黒田表紙店」を創業、和式帳簿の表紙製造を開始する。

明治41年 1908 印刷製本を下請に発注し和式帳簿を製造する。

明治45年 1912 ７月に新町に店舗を移転する。

大正２年 1913 洋式帳簿の既製品化を開始する。

大正３年 1914 10月に店名を「黒田国光堂」と改称する。伝票・仕切書・複写簿の製造を開始する。
この頃に便箋の製造を開始する。

大正６年 1917 九条に専属工場を設立し、請負制度による洋式帳簿の製造体制を整える。商標を「国誉」と定める。

大正９年 1920 ５月に猪飼野長池に表紙部を新設し、和帳表紙・人名簿・通帳の製造を開始する。

大正11年 1922 猪飼野工場を設立し、洋式帳簿の罫引・印刷を開始する。洋式帳簿の自家製本を開始する。

昭和２年 1927 中道工場を設立し、一貫作業の基礎を確立する。また、店舗を安堂寺橋へ移転し、同店舗内に「市
内部」、中道工場内に「地方部」を設け、前者は京阪神、後者は地方の販売を担当する。

昭和４年 1929 ２回転印刷機第１号を中馬鉄工所より導入する。

昭和５年 1930 和式帳簿の製本業者を中道工場に集め、請負制度による製造を開始する。

昭和７年 1932 「色紙付書翰箋」を発売する。

昭和８年 1933 博労町に店舗を移転し、営業所を新設する。安堂寺橋の店舗を別製部とし、別注品の製造と販売を
開始する。

昭和９年 1934 ６月に東京国誉会創立10周年を記念して、出雲大社参拝旅行（６泊７日）と大特売が行われる。大
阪市内有力卸商との共同出資によるコクヨ商店を博労町に設立する。

昭和11年 1936 旧本社・旧本社工場を新築する。旧本社工場に「複写部」を新設し、複写簿の自家製造を開始する。

昭和12年 1937
３月に若年従業員教育施設「国光塾」を開設する。日本橋馬喰町に東京国誉商店を設立するほか、
本社工場に「バインダー部」を新設し、バインダーの自家製造を開始する。和式帳簿と洋式帳簿の
製本業者を本社工場に吸収し、自家製造体制を固める。

昭和13年 1938 １月に個人商店から法人組織「合名会社黒田国光堂」に変更する。

昭和15年 1940 北久宝寺町に西部コクヨ商店を設立する。12月、荒川区三河島町に東京工場を新設し、帳簿や複写簿、
単式の製造を開始する。

昭和16年 1941 ジャワ島にジャワコクヨ商店を設立する。

昭和17年 1942 ２月に満州国誉印刷紙工を設立し、社長に黒田暲之助が就任する。

昭和19年 1944 本社工場が陸軍需品本廠監督工場に指定され、通信箋や軍用帳簿、政府関係印刷物などを製造する。

昭和20年 1945
２月に東京国誉商店と東京工場、３月にコクヨ商店・西部コクヨ商店をそれぞれ空襲で焼失する。
満州国誉印刷紙工及びジャワコクヨ商店を終戦のため放棄するが、10月には本社工場において紙製
品の製造を再開する。

昭和21年 1946 ５月、麹町区に東京出張所を開設する。

昭和22年 1947
５月、東京国誉商店跡地に事務所と倉庫を新設し、東京支店とする。９月、大今里に国誉商事を設
立する。11月にオフセット印刷機を導入し、12月には教育ノート指定生産工場となり、ノートの製
造を開始する。

昭和23年 1948 帳簿綴機を導入し、手綴から機械綴に替わる。

昭和24年 1949
４月に合名会社黒田国光堂と関連会社（コクヨ商店、東京国誉商店、西部コクヨ商店）が合併し、「株
式会社黒田国光堂」となる。５月には平版工場を新設し、写真製版やオフセット印刷の自家一貫製
造を開始する。

昭和25年 1950 大今里に複写工場を新設する。伊藤商店（東京）がコクヨ製品専門代理店第１号店となる。

昭和27年 1952 １月、旧本社南側に帳簿工場を新築する。６月、福岡市に九州支店を開設する。８月に黒田国光堂
と大阪市内卸店６社との共同出資による大阪コクヨ商事を設立する。

昭和28年 1953 １月に旧本社の帳簿工場を増設。６月、港区に品川倉庫が完成する。

昭和29年 1954 ４月に帳簿工場（後の深江工場）を新設し、本社工場より帳簿部門を移設する。10月に創業50周年
記念式（社外祝賀会 於：新大阪ホテル、社内祝賀式 於：大阪市中央公会堂）を開催する。

『コクヨ100年のあゆみ』（コクヨ株式会社、2006）「年表」152頁～155頁をもとに再作成。
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め
、
善
太
郎
の
父
は
新
進
気
鋭
の
実
業
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
ん
な
家
庭
で

育
っ
た
善
太
郎
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
負
け
ず
嫌
い
だ
っ
た
よ
う
で
、
病
気
に
よ
り
し
ば

ら
く
学
校
を
休
ん
だ
際
に
、
学
業
成
績
が
下
が
っ
た
こ
と
が
悔
し
く
て
涙
し
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
時
代
を
過
ご
す
な
か
、
明
治
二
五
年

（
一
八
九
二
）、
一
三
歳
の
時
、
父
が
三
八
歳
で
他
界
す
る
。
一
家
の
大
黒
柱
を
失
っ
た
黒

田
家
に
対
し
て
世
間
は
冷
た
く
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
と
後
に
語
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

マ
ッ
チ
製
造
の
事
業
は
人
手
に
渡
り
、
善
太
郎
は
親
戚
の
雑
穀
問
屋
で
「
小
僧
」
と
し
て

働
く
。
一
六
歳
に
な
る
と
雑
穀
仲
買
人
と
し
て
独
立
す
る
。
雑
穀
の
取
引
を
行
う
農
家
に

は
す
で
に
馴
染
み
の
仲
買
人
が
存
在
し
、
新
参
者
は
門
前
払
い
さ
れ
る
中
、
善
太
郎
は
他

の
仲
買
人
よ
り
一
割
高
く
買
う
こ
と
を
農
家
に
提
案
。
儲
け
が
減
る
と
案
じ
ら
れ
る
が
、

今
ま
で
の
倍
働
け
れ
ば
よ
い
と
考
え
仕
事
を
し
、
周
囲
を
驚
か
せ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と

で
馴
染
み
の
仲
買
人
を
ひ
っ
く

り
返
す
こ
と
が
で
き
「
苦
労
さ

え
い
と
わ
な
け
れ
ば
利
益
が
得

ら
れ
る
」
と
気
付
い
た
と
語
る
。

こ
の
考
え
は
今
後
善
太
郎
の
経

営
の
精
神
の
基
礎
と
な
っ
て
い

く
。

　

ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
東
京
か

大
阪
に
出
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
る
。
大
阪
で
運
送
業
を
営

む
親
戚
か
ら
、
一
人
前
の
商
人

に
な
る
に
は
大
阪
で
修
業
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
聞
か
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
大
阪
で
商
人

と
な
る
こ
と
を
決
意
す
る
。

　

善
太
郎
が
郷
里
を
出
た
の
は

二
〇
歳
の
頃
で
、
祖
母
や
母
、

〔
解
説
２
〕
コ
ク
ヨ
創
業
者
・
黒
田
善
太
郎
の
人
物
像

　
　
　
　
　
　

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館　

学
芸
員

　

西
連
寺　

匠

は
じ
め
に

　

黒
田
善
太
郎
は
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
を
創
業
し
、
以
降
、
八
七
歳
で
逝
去
す
る
ま
で
経
営

に
携
わ
り
、
同
社
を
紙
製
品
工
業
の
ト
ッ
プ
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
。
善
太
郎

は
話
好
き
で
あ
っ
た
と
い
い
、
社
員
や
周
囲
の
人
々
と
よ
く
座
談
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の

際
に
語
ら
れ
た
こ
と
は
「
社
長
お
り
お
り
草
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は

善
太
郎
の
人
生
や
周
囲
に
語
っ
た
言
葉
を
紹
介
し
な
が
ら
、
人
物
像
に
つ
い
て
考
察
し
、

創
業
者
黒
田
善
太
郎
が
も
つ
経
営
哲
学
の
特
徴
を
紐
解
い
て
い
き
た
い
。

１　

黒
田
善
太
郎
の
生
い
立
ち

　

コ
ク
ヨ
株
式
会
社
の
創
業
者
、
黒
田
善
太
郎
は
富
山
に
生
ま
れ
る
。
黒
田
家
は
マ
ッ
チ

製
造
業
を
営
ん
で
お
り
、
当
時
マ
ッ
チ
は
日
本
で
製
造
さ
れ
て
間
も
な
い
頃
で
あ
る
た

写真１　座談をする黒田善太郎
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ば
な
ら
ぬ
。
天
職
を
全
う
す
る
に
は
、
人
の
信
を

得
る
こ
と
が
、
最
も
大
切
で
あ
る
。

人
に
信
を
得
る
最
善
の
道
は
、
自
ら
誠
を
も
っ
て

実
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。

真
心
を
以
て
買
い
、
造
り
、
そ
し
て
売
れ
ば
、
人

お
の
ず
か
ら
信
用
し
、
人
に
信
用
を
受
け
れ
ば
天

職
は
お
の
ず
か
ら
全
う
し
得
る
。

誠
心
誠
意
不
言
実
行
─
之
が
私
の
経
営
の
信
条
で

あ
る
。

　
「
真
心
を
も
っ
て
買
い
、
造
り
、
そ
し
て
売
れ
ば
、

天
職
は
お
の
ず
か
ら
全
う
し
う
る
。」
と
あ
る
が
、

コ
ク
ヨ
株
式
会
社
の
創
業
の
精
神
と
し
て
善
太
郎

は
「
買
う
身
に
な
っ
て
作
る
」
こ
と
に
重
き
を
置

い
て
い
る
。
こ
れ
は
黒
田
表
紙
店
の
頃
に
す
で
に

信
念
と
し
て
あ
っ
た
。

　

大
正
六
、七
年
頃
の
和
帳
は
墨
と
筆
で
記
入
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、
厚
み
を
持
た
せ
る
た
め

に
紙
の
引
き
締
め
が
甘
く
、
ザ
ラ
つ
い
た
紙
を
使

用
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
紙
は
ペ
ン
で
記
入
す

る
と
引
っ
か
か
る
た
め
に
書
き
に
く
く
、
苦
情
が

多
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
善
太
郎
は
よ
く
引
き

締
め
た
表
面
の
滑
ら
か
な
紙
を
特
注
し
、
消
費
者

が
使
い
や
す
い
帳
簿
を
開
発
し
た
。
ま
た
、
当
時

の
帳
簿
は
「
中
味マ
マ

百
枚
」
と
し
つ
つ
も
、
製
造
の

都
合
で
歩
減
り
し
、
実
際
に
は
若
干
少
な
い
枚
数

で
販
売
さ
れ
る
事
が
容
認
さ
れ
る
商
慣
習
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
善
太
郎
は
、
中
身
が
足
り
な
い

懇
意
の
人
達
に
見
送
ら
れ
、
自
分
に
期
待
す
る
そ
の
姿
に
大
阪
で
身
を
立
て
る
こ
と
を

誓
っ
た
と
い
う
。

　

大
阪
で
は
、
親
戚
の
経
営
す
る
運
送
業
か
ら
始
ま
り
、
マ
ッ
チ
製
造
や
干
物
屋
な
ど
の

仕
事
を
し
ば
ら
く
転
々
と
す
る
。
二
三
歳
の
と
き
に
小
林
表
紙
店
に
入
り
、
和
帳
の
表
紙

製
造
業
に
従
事
す
る
。
和
帳
の
表
紙
製
造
は
、
和
紙
を
何
枚
も
貼
り
重
ね
、
そ
れ
を
茶
碗

で
こ
す
っ
て
ツ
ヤ
を
出
し
、
表
紙
の
厚
紙
を
つ
く
る
と
い
う
仕
事
で
あ
る
。
単
純
な
仕
事

で
は
あ
る
が
、
刷
毛
の
塗
り
方
や
作
業
工
程
の
改
良
な
ど
を
行
い
、
熱
意
を
持
っ
て
働
く

う
ち
に
仕
事
を
見
込
ま
れ
番
頭
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
で
商
売
を
覚
え
て
い

く
。

　

二
七
歳
に
な
る
と
善
太
郎
は
独
立
し
、
黒
田
表
紙
店
を
開
業
す
る
。
こ
の
と
き
、
知
人

か
ら
「
世
の
中
の
良
い
商
売
は
賢
い
人
か
資
金
を
持
っ
て
い
る
人
が
や
っ
て
い
る
。
残
っ

て
い
る
の
は
カ
ス
の
商
売
だ
」
と
忠
告
さ
れ
る
。
し
か
し
善
太
郎
は
「
仕
事
に
惚
れ
こ
み

さ
え
す
れ
ば
カ
ス
の
商
売
な
ど
あ
り
え
な
い
」
と
考
え
た
と
い
う
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

後
の
コ
ク
ヨ
の
創
業
の
精
神
「
カ
ス
の
商
売
（
面
倒
で
厄
介
な
仕
事
を
進
ん
で
誠
心
誠
意

取
り
組
み
、
世
の
中
の
役
に
立
つ
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
）」
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

開
業
後
は
作
業
工
程
の
効
率
化
や
、
表
紙
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ま
で
分
業
制
だ
っ
た
和

帳
の
一
貫
製
造
を
行
う
。

　

そ
の
後
は
前
頁
の
解
説
に
も
あ
る
と
お
り
、
洋
式
帳
簿
の
既
製
品
化
を
し
て
コ
ク
ヨ
株

式
会
社
の
礎
を
作
っ
て
い
く
。

２　

買
う
身
に
な
っ
て
作
る

　

コ
ク
ヨ
に
は
生
前
の
善
太
郎
が
残
し
た
「
経
営
の
信
条
」
と
い
う
、
次
の
よ
う
な
一
文

が
今
も
な
お
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

人
は
無
一
物
で
こ
の
世
に
生
を
享
け
父
母
の
恵
み
・
恩
師
の
導
き
・
社
会
の
お
陰
に

よ
っ
て
心
身
と
も
に
成
長
し
、や
が
て
、社
会
に
出
て
一
つ
の
仕
事
を
与
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
天
よ
り
授
け
ら
れ
た
天
職
で
あ
る
。

天
職
に
は
貴
賎
の
別
な
く
、
人
が
生
あ
る
限
り
、
自
ら
の
全
力
を
尽
し
て
全
う
せ
ね

写真３　コクヨ株式会社に飾られる「経営の信条」
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け
る
と
よ
く
叱
っ
て
い
た
と
い
う
逸
話
が
残
る
。
こ
の
よ
う
な
話
か
ら
も
、
善
太
郎
が
消

費
者
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
も
の
を
追
求
し
、
商
品
・
価
格
に
よ
っ
て
消
費
者
へ
利
益

を
還
元
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

３　

誠
心
誠
意
不
言
実
行

　

黒
田
善
太
郎
の
残
し
た
「
経
営
の
信
条
」
に
は
他
に
「
誠
心
誠
意
不
言
実
行
」
と
も
あ

る
。
こ
れ
に
も
善
太
郎
の
経
営
哲
学
が
良
く
現
れ
て
い
る
。
前
章
に
も
あ
っ
た
と
お
り
、

善
太
郎
は
取
引
相
手
や
従
業
員
、
社
会
に
対
し
て
誠
実
に
あ
り
続
け
、
成
功
し
て
い
る
。

　

戦
後
す
ぐ
、
経
済
が
混
乱
す
る
中
、
経
営
難
に
陥
っ
た
取
引
先
は
支
払
い
が
遅
れ
る
と

申
し
出
た
。
一
方
で
、
黒
田
国
光
堂
の
商
品
に
つ
い
て
い
く
ら
で
も
出
す
か
ら
優
先
的
に

売
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
企
業
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
善
太
郎
は
古
く
か
ら
の
取
引
先

を
優
先
し
、
支
払
い
も
待
っ
た
と
い
う
。
当
時
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
ほ
か
の
企
業
で
も

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
古
く
か
ら
の
取
引
先
を
守
れ
な
い
よ
う
な
企
業
は
生
き
残
れ
な
か
っ

た
、
コ
ク
ヨ
は
こ
の
出
来
事
の
お
か
げ
で
現
在
で
も
取
引
先
か
ら
信
用
さ
れ
て
い
る
、
と

善
太
郎
の
息
子
で
あ
り
、
コ
ク
ヨ
二
代
目
会
長
の
黒
田
暲
之
助
は
回
想
し
て
い
る
。
ほ
か

に
も
、
工
場
設
立
に

あ
た
っ
て
自
社
の
経

理
状
況
の
説
明
や
帳

簿
の
公
開
な
ど
を
お

こ
な
い
、
信
用
を
得

た
話
な
ど
、
仕
入
れ

先
な
ど
と
の
付
き
合

い
も
大
切
に
す
べ
き

と
善
太
郎
が
説
い
て

い
る
も
の
は
多
く
、

取
引
す
る
企
業
に
対

し
て
誠
実
に
付
き
合

う
こ
と
を
重
要
視
し

こ
と
は
消
費
者
を
だ
ま
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
中
身
の
枚
数
が
確
か
な
も
の
を
届

け
る
こ
と
が
製
造
業
と
し
て
の
良
心
で
あ
る
と
考
え
た
。
中
身
の
枚
数
が
正
確
な
も
の
を

作
り
、
表
紙
に
「
正
百
枚
」
と
、
中
身
の
枚
数
を
表
示
し
た
。
す
る
と
黒
田
表
紙
店
の
帳

簿
は
他
店
よ
り
値
段
が
高
い
も
の
の
、品
質
が
良
い
こ
と
か
ら
信
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

周
囲
の
店
か
ら
は
反
対
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
善
太
郎
は
押
し
通
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
コ
ク
ヨ
の
ヒ
ッ
ト
商
品
と
し
て
「
色
紙
付
き
書
翰
箋
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
善
太

郎
は
こ
の
便
箋
を
作
る
に
あ
た
り
、
他
企
業
に
は
な
い
便
箋
を
作
ろ
う
と
、
コ
ク
ヨ
に
来

る
販
売
店
の
店
員
や
自
家
の
家
政
婦
な
ど
様
々
な
人
に
便
箋
の
使
い
勝
手
に
つ
い
て
意
見

を
聞
き
集
め
た
。
病
床
に
伏
し
入
院
中
で
も
、
看
護
師
に
便
箋
を
購
入
す
る
と
き
の
基
準

や
使
い
勝
手
な
ど
を
聞
い
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
作
ら
れ
た
書
翰
箋
だ
が
、
し
ば
ら

く
は
売
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
消
費
者
が
そ
の
よ
さ
に
気
付
く
と
、
一
年
後
に
は
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
、
す
ぐ
に
便
箋
と
い
え
ば
コ
ク
ヨ
と
い
う
ほ
ど
ま
で
広
ま
っ
た
と
い
う
。

　

善
太
郎
は
「
本
当
の
消
費
者
の
意
見
が
最
も
尊
い
」、「
商
売
繁
盛
の
こ
つ
は
消
費
者
が

一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
善
太
郎
が
意
識
す
る
「
買
う
身
に
な
っ
て
作

る
」
と
い
う
こ
と
は
、現
代
で
言
う
と
こ
ろ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
に
あ
た
り
、

黒
田
表
紙
店
の
時
代
に
得
た
経
験
か
ら
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

他
に
、
善
太
郎
は
コ
ク
ヨ
の
商
品
に
つ
い
て
、「
良
品
・
廉
価
」
を
掲
げ
て
い
る
。
し

か
し
コ
ク
ヨ
は
「
良
い
も
の
を
作
ら
な
い
」
と
も
語
っ
て
い
る
。
良
い
も
の
と
い
う
の
は

そ
こ
に
「
贅
」
が
あ
り
、
贅
沢
な
も
の
が
末
端
消
費
者
の
た
め
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。

特
に
事
務
用
品
は
実
用
に
耐
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
使
う
こ
と
に
便
利
で
、
あ

る
程
度
の
保
存
が
で
き
る
も
の
が
「
良
品
」
の
条
件
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
「
良

品
」
を
で
き
る
だ
け
廉
価
で
作
る
こ
と
が
製
造
業
者
の
務
め
で
あ
り
、
安
く
す
る
に
は
無

駄
な
も
の
を
で
き
る
限
り
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
精
神
で
作
ら
れ
た
商
品
は
消
費
者
に
と
っ
て
得
と
な
る
は
ず
で
、
そ
の
よ
う
な
意
味

で
「
廉
価
」
に
な
る
と
い
う
。

　

経
営
者
と
な
っ
て
も
善
太
郎
が
こ
こ
ま
で
商
品
の
実
用
性
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
自
身
が

黒
田
帳
簿
店
と
し
て
は
じ
め
た
、
製
造
業
出
身
の
人
物
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
生
前
の

黒
田
は
会
長
と
な
っ
て
も
よ
く
工
場
の
視
察
を
し
て
お
り
、
商
品
や
工
場
の
ム
ダ
を
見
つ

写真4　工場を視察する善太郎
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珠
算
・
剣
道
な
ど
を
教
育
し
た
。
女
子
に
は
華
道
・
茶
道
・
和
裁
な
ど
を
善
太
郎
の
妻
で

あ
る
黒
田
マ
サ
が
教
え
た
。
こ
の
国
光
塾
を
経
て
コ
ク
ヨ
の
幹
部
と
な
っ
た
社
員
も
少
な

く
な
い
。

　

ほ
か
に
も
問
題
を
抱
え
た
従
業
員
に
こ
の
よ
う
に
話
を
し
た
、
叱
っ
た
、
と
い
う
話
を

い
く
つ
も
記
し
て
い
る
。
善
太
郎
の
亡
き
あ
と
に
追
悼
で
制
作
さ
れ
た
文
集
に
も
、
多
く

の
従
業
員
が
善
太
郎
の
語
っ
た
言
葉
に
つ
い
て
思
い
出
を
記
し
て
い
る
。
中
に
は
、
仕
事

で
失
敗
を
し
て
善
太
郎
に
叱
ら
れ
る
と
思
い
き
や
「
若
者
は
委
縮
し
て
は
い
か
ん
」
と
励

ま
さ
れ
た
、
な
ど
、
叱
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
る
。
こ
の
よ
う
な
従
業

員
へ
の
心
配
り
も
善
太
郎
の
経
営
者
と
し
て
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

　

他
に
善
太
郎
は
、
商
売
で
得
た
利
潤
は
自
社
の
商
品
で
社
会
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
、
社
会
か
ら
の
報
酬
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
自
社
の
製
品
や
経

営
に
よ
っ
て
社
会
へ
奉
仕
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
。
事
実
、
黒
田
国
光
堂
（
コ
ク

ヨ
）
は
社
会
貢
献
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
善
太
郎
の
よ
う
に
、
富
山
か
ら
大
阪

に
来
た
青
少
年
の
就
職
斡
旋
・
支
援
の
た
め
に
近
畿
富
山
会
館
の
設
立
を
提
案
し
、
多
額

の
出
資
を
し
て
い
る
。
ま
た
、日
本
赤
十
字
社
や
日
本
海
員
掖
済
会
に
寄
付
を
行
っ
た
り
、

戦
犯
受
刑
者
の
家
族
の
慰
問
の
た
め
「
同
仁
会
」
を
結
成
、
寄
付
運
動
や
慰
問
状
の
配
布

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
当
時
進
ん
で
い
な
か
っ
た
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
も
早
い
段
階
で
取
り
組

ん
で
お
り
、
聴
覚
障
が
い
者
を
採
用
し
、
指
導
方
法
の
工
夫
な
ど
職
場
の
整
備
も
行
っ
て

い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
現
在
の
コ
ク
ヨ
子
会
社
・
コ
ク
ヨ
K
ハ
ー
ト
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
企
業
・
従
業
員
・
社
会
へ
の
誠
意
あ
る
行
動
が
、「
人
の
信
」
を
得
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
結
果
さ
ら
な
る
利
益
を
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
。

　

富
山
県
人
会
で
善
太
郎
と
親
し
か
っ
た
、
住
友
本
社
常
務
理
事
の
田
中
良
雄
は
善
太
郎

を
慈
悲
あ
る
人
物
と
し
て
評
価
し
て
い
る
が
そ
の
慈
悲
深
さ
が
企
業
理
念
に
も
表
れ
て
い

る
。

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
善
太
郎
は
従
業
員
へ
も
真
心
を
も
っ
て
接
し
て
い
る
。
よ
く
、
経
営
者
が
従
業

員
に
つ
い
て
語
る
際
、
ど
の
よ
う
に
従
業
員
を
扱
う
か
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

に
思
う
が
、
善
太
郎
の
座
談
で
は
従
業
員
と
の
親
密
な
関
係
性
が
多
く
語
ら
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
得
意
先
を
招
待
し
た
工
場
参
観
の
中
座
で
演
劇
を
見
る
予
定
が
あ
っ
た
が
、
得

意
先
だ
け
で
な
く
従
業
員
に
も
演
劇
を
見
せ
た
い
と
思
い
交
渉
し
た
。
一
緒
に
見
る
こ
と

が
で
き
て
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
事
は
な
か
っ
た
と
語
っ
た
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

従
業
員
の
育
成
・
学
力
向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
昭
和
一
一
年
に
本
社
工
場
が
完

成
し
、
コ
ク
ヨ
の
業
績
が
上
が
っ
て
い
く
な
か
、
学
力
の
あ
る
従
業
員
が
必
要
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
思
う
よ
う
な
人
材
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
善
太
郎
は
「
人
間
さ
え
し
っ

か
り
し
て
い
れ
ば
学
校
出
の
人
間
に
負
け
る
こ
と
は
な
い
」
と
考
え
、
学
歴
を
問
わ
ず
採

用
し
、
入
社
後
に
教
育
を
す
る
「
国
光
塾
」
と
い
う
従
業
員
の
教
育
施
設
を
作
っ
た
。
学

生
は
男
女
五
〇
人
ず
つ
で
、国
語
や
書
道
な
ど
一
般
教
養
の
ほ
か
、男
子
に
は
商
業
簿
記
・

写真５　㈱コクヨ工業滋賀の敷地内に立つ黒田善太郎像
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に
な
る
も
の
の
、
仕
事
を
確
保
で
き
る
上
に
支
援
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
多
く
の
企
業
が
業

態
を
変
え
軍
需
工
場
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

当
時
の
コ
ク
ヨ
（
黒
田
国
光
堂
）
も
今
里
工
場
が
海
軍
か
ら
徴
用
さ
れ
、
鉄
鋼
業
と
な

る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
善
太
郎
は
紙
製
品
製
造
か
ら
離
れ
る
事
は
で
き
な
い
と
し

て
、
陸
軍
に
紙
製
品
を
製
造
さ
せ
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ
。
結
果
、
陸
軍
の
監
督
工
場
と
し

て
簿
冊
を
製
造
す
る
よ
う
に
な
り
、
紙
製
品
製
造
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
当
時

を
知
る
黒
田
暲
之
助
は
著
書
の
中
で
、
従
業
員
も
減
り
、
命
脈
尽
き
ん
と
す
る
状
態
で
も

紙
製
品
製
造
を
守
り
抜
い
た
こ
と
が
現
在
の
コ
ク
ヨ
発
展
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
と
記
し

て
い
る
。

　

善
太
郎
と
交
流
の
あ
っ
た
人
々
は
善
太
郎
の
人
物
像
に
つ
い
て
、「
誠
実
と
努
力
と
克

己
」
を
生
涯
守
り
ぬ
い
た
「
平
凡
に
し
て
偉
大
」
な
人
物
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
平
凡
を

守
り
ぬ
く
こ
と
が
、
身
近
に
感
じ
な
が
ら
も
真
似
で
き
な
い
部
分
で
あ
り
、
善
太
郎
の
魅

力
で
あ
る
と
も
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
善
太
郎
の
座
談
の
中
に
は
、
信
頼
し
て
い
た
友
人

が
繁
華
街
に
通
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
縁
を
切
っ
た
話
や
、
切
符
の
買
い
方
す
ら
も
従

業
員
に
厳
し
く
注
意
し
た
話
も
残
り
、
そ
の
生
真
面
目
さ
と
己
へ
の
厳
し
さ
が
分
か
る
。

　

真
心
を
持
っ
て
仕
事
を
全
う
す
る
こ
と
は
事
業
家
に
と
っ
て
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
当
然
の
こ
と
を
一
〇
〇
年
間
「
平
凡
」
に
守
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し

そ
の
平
凡
さ
を
守
り
、
一
つ
の
こ
と
を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
は
善
太
郎
の
生
来
の
性
格
が

可
能
に
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
平
凡
」
に
あ
り
続
け
る
生
真
面
目
さ
こ
そ
が
黒
田
善

太
郎
の
経
営
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

【
参
考
文
献
】

黒
田
国
光
堂
創
業
五
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
『
五
十
年
の
歩
み
』（
株
式
会
社
黒
田
国
光
堂
、
一
九
五
四
）

黒
田
善
太
郎
さ
ん　

編
集
委
員
会
『
黒
田
善
太
郎
さ
ん
』（
富
山
県
立
富
山
商
業
高
等
学
校
、
一
九
六
四
）

コ
ク
ヨ
株
式
会
社
〝
光
を
た
た
え
て
〟
編
集
委
員
会
『
光
を
た
た
え
て
』（
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
、
一
九
六
八
）

黒
田
暲
之
助
『
一
事
徹
底
』（
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
、
一
九
八
九
）

４　

平
凡
に
し
て
偉
大

　

日
本
を
代
表
す
る
企
業
の
実
業
家
と
い
う
と
、
時
勢
や
需
要
を
見
極
め
る
優
れ
た
先
見

性
や
画
期
的
な
経
営
手
法
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

善
太
郎
と
同
時
期
の
実
業
家
と
し
て
は
、
味
の
素
株
式
会
社
の
創
業
者
・
二
代
目
鈴
木

三
郎
助
（
一
八
六
八
─
一
九
三
一
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
鈴
木
三
郎
助
は
善
太
郎
と
同
じ
よ

う
に
少
年
期
に
父
を
亡
く
し
、
一
二
歳
で
商
店
の
見
習
い
と
な
り
、
若
く
し
て
自
家
の
商

店
を
経
営
し
て
い
る
。
鈴
木
は
交
渉
能
力
に
長
け
て
い
た
と
い
わ
れ
、
商
談
を
上
手
く
成

功
さ
せ
、
化
学
薬
品
の
需
要
の
波
に
上
手
く
乗
り
事
業
を
拡
大
す
る
。
ま
た
、
う
ま
味
調

味
料
（
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
）
の
製
造
・
販
売
と
い
う
、
当
時
類
例
の
な
い
リ
ス
ク
の
高
い
事

業
を
、
広
告
な
ど
を
巧
み
に
利
用
し
成
功
し
て
お
り
、
先
見
性
や
革
新
的
な
販
売
戦
略
が

現
代
ま
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
と
は
対
照
的

に
、
善
太
郎
の
経
営

方
針
は
「
一
事
徹

底
」
の
言
葉
に
も
表

れ
て
い
る
と
お
り
堅

実
そ
の
も
の
で
、
従

来
の
事
業
を
効
率

化
・
高
品
質
化
し
な

が
ら
守
っ
て
い
く
と

い
う
の
が
特
徴
で
あ

る
。
第
二
次
世
界
大

戦
中
、
多
く
の
工
場

が
軍
に
よ
っ
て
徴
用

さ
れ
た
。
企
業
に

よ
っ
て
は
徴
用
さ
れ

る
と
製
造
す
る
も
の

が
大
き
く
変
わ
る
事

写真6　葬儀後、各工場を回る黒田善太郎
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い
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
紙
製
品
工
業
会
内
に
ノ
ー
ト
・
学
習
帳
に
関
し
て
の
み
統

制
下
の
配
給
枠
が
設
け
ら
れ
、
該
当
品
の
生
産
設
備
を
有
す
る
も
の
に
限
り
、
ノ
ー
ト
用

紙
の
割
り
当
て
が
得
ら
れ
て
い
た
。そ
の
資
格
を
取
る
為
に
は
、前
記
の
設
備
に
よ
る
ノ
ー

ト
の
製
造
許
可
申
請
を
通
産
省
の
紙
業
課
宛
に
行
い
、
審
査
に
通
れ
ば
「
教
育
ノ
ー
ト
指

定
工
場
」
の
看
板
を
揚
げ
て
、
生
産
活
動
が
で
き
た
。

　

教
育
ノ
ー
ト
へ
の
一
時
進
出
を
中
止
し
て
か
ら
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
以
降
に

ル
ー
ズ
ノ
ー
ト
を
発
売
し
、
一
九
五
七
年
に
は
新
た
に
B
５
ノ
ー
ト
を
発
売
し
た
。
そ
し

て
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
四
月
に
画
期
的
な
ノ
ー
ト
が
発
売
さ
れ
た
。

　

昭
和
三
十
四
年
に
発
売
さ
れ
た
ノ
ー
ト
（
写
真
１
）
に
採
用
さ
れ
た
無
線
綴
じ
は
、
そ

れ
ま
で
の
ノ
ー
ト
製
本
の
主
流
だ
っ
た
糸
綴
じ
に
替
わ
る
技
術
だ
っ
た
。糸
綴
じ
は
、ノ
ー

ト
の
表
紙
と
中
紙
を
重
ね
、
中
央
を
糸
で
か
が
っ
て
か
ら
折
り
、
は
み
出
し
た
部
分
を
切

り
取
る
。
糸
の
か
が
り
跡
を
ク
ロ
ス
貼
り
で
隠
し
て
完
成
す
る
。
こ
の
構
造
上
、
内
側
と

外
側
で
は
ペ
ー
ジ
の
幅
が
異
な
り
、
背
に
近
い
位
置
が
湾
曲
し
て
書
き
に
く
く
、
中
紙
を

切
り
取
る
と
糸
が
ほ
つ
れ
て
全
体
が
バ
ラ
け
や
す
く
な
る
な
ど
欠
点
が
あ
っ
た
。

　

無
線
綴
じ
で
は
、
す
べ
て
同
じ
幅
で
V
字
折
り
さ
れ
た
中
紙
を
、
正
面
と
背
面
で
独
立

し
た
表
紙
と
と
も
に
ノ
ー
ト
の
形
に
揃
え
、
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
接
着
し
た
背
部
分
に
ク
ロ
ス

貼
り
を
施
し
完
成
す
る
。
糸
綴
じ
の
ク
ロ
ス
に
は
補
強
の
意
味
合
い
が
薄
い
が
、
無
線
綴

じ
の
ク
ロ
ス
に
は
補
強
の
役
割
を
強
く
有
し
て
い
る
。
た
だ
、
無
線
綴
じ
に
は
開
発
当
初

一
つ
の
問
題
が
あ
っ
た
。
製
本
時
に
使
う
糊
が
、寒
冷
地
な
ど
の
極
端
に
寒
い
場
所
だ
と
、

固
ま
っ
て
し
ま
い
製
本
が
ば
ら
け
る
と
い
う
問
題
だ
っ
た
。

　

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
発
売
の
フ
ィ
ラ
ー
ノ
ー
ト
（
写
真
２
）
は
、
ミ
シ
ン
線

と
二
つ
の
穴
が
あ
る
紙
を
ス
パ
イ
ラ
ル
綴
じ
し
た
ノ
ー
ト
で
あ
る
。「
一
冊
で
数
冊
に
使

え
、後
で
フ
ァ
イ
ル
で
き
る
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
通
り
、ミ
シ
ン
線
で
切
り
取
っ

た
ペ
ー
ジ
を
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
出
来
る
製
品
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
機
能
的
要
素
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
若
者
に
受
け
た
の
は
、「
カ
ッ
コ
い
い
軽
快
な
ノ
ー
ト
」
に
見
え
る
表
紙
の

目
新
し
い
カ
ラ
ー
刷
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
フ
ィ
ラ
ー
ノ
ー
ト
は
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の

近
代
化
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化
、
高
級
化
の
走
り
の
役
割
を
果
た
し
た
。

　

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
発
売
の
意
匠
ノ
ー
ト
（
写
真
３
）
は
、
グ
レ
ー
の
無
地

〔
解
説
３
〕
コ
ク
ヨ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト

　
　
　
　

─
コ
ク
ヨ
紙
製
品
の
進
化
─

　
　
　
　
　
　

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館　

学
芸
員

　

山
本　

剛
史

１　

コ
ク
ヨ
製
ノ
ー
ト
の
は
じ
ま
り

　

日
本
で
最
初
に
ノ
ー
ト
が
販
売
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
東
京
帝

国
大
学
（
現
・
東
京
大
学
）
の
前
に
あ
っ
た
文
具
店
「
松
屋
」
に
よ
る
売
り
出
し
だ
と
さ

れ
て
い
る
。

　

コ
ク
ヨ
が
最
初
に
生
産
し
た
ノ
ー
ト
は
、
第
二
次
大
戦
勃
発
前
の
昭
和
十
六
年

（
一
九
四
一
）
に
蘭
印
ジ
ャ
ワ
（
現
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
に
設
立
し
た
「
ジ
ャ
ワ
コ
ク
ヨ
」

向
け
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
青
表
紙
で
通
称
〝
カ
ッ
チ
ャ
マ
タ
〟
ノ
ー
ト
と
呼
ば
れ
た
。

　

ノ
ー
ト
の
国
内
向
け
生
産
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
混
乱
期
に
始
ま
っ
た
。
こ
の
時
は
統

制
時
代
で
、
新
規
製
品
の
進
出
で
は
な
く
、
手
に
入
り
に
く
い
原
紙
の
調
達
に
尽
力
し
て

写真２　フィラーノート
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二
つ
目
の
理
由
は
、
類
似
品
対
策
で
あ
る
。
市
場
に
は
、
売
れ
る
製
品
の
酷
似
品
が
出

回
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ク
ヨ
は
、
そ
れ
ら
を
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
突
き
放
し
て
い

る
。
二
代
目
で
現
行
ロ
ゴ
を
採
用
し
、
表
紙
に
罫
内
容
を
表
記
し
た
こ
と
や
、
三
代
目
で

ロ
ゴ
配
置
を
変
更
し
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
金
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
が
特
筆
で
き
る
。

　

こ
こ
か
ら
各
時
代
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
の
特
徴
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

　

昭
和
五
十
年
に
発
売
さ
れ
た
初
代
（
写
真
４
）
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
は
、
上
部
に
少
し
太

い
線
を
引
き
、
そ
こ
に
「
C
a
m
p
u
s
」
の
文
字
を
入
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
色

は
、
あ
わ
い
黄
色
と
青
の
二
種
類
だ
っ
た
。
現
在
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
罫
線
イ

メ
ー
ジ
は
描
か
れ
て
は
お
ら
ず
、
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
見
開
き
ペ
ー

ジ
の
左
右
上
端
に
あ
る
ペ
ー
ジ
番
号
や
日
付
を
記
入
す
る
ス
ペ
ー
ス
は
、
こ
の
初
代
に
は

既
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
発
売
の
二
代
目
（
写
真
５
）
は
、
初
代
よ
り
大
き
く
書

か
れ
た
「
C
a
m
p
u
s
」
の
文
字
を
中
心
に
置
く
。
表
紙
に
A
罫
と
B
罫
の
英
文
字
と

罫
線
イ
メ
ー
ジ
を
表
示
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
中
を
見
な
く
と
も
罫
内
容
が
分
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
発
売
の
三
代
目
（
写
真
６
）
は
、
全
体
的
に
色
を
鮮
や
か
に

し
て
い
る
、「
C
a
m
p
u
s
」
の
文
字
は
背
ク
ロ
ス
に
沿
う
よ
う
に
縦
に
配
置
す
る
と

い
う
、
今
ま
で
に
な
い
変
更
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
配
置
は
、
店
頭
で
の
棚
へ
の
平
置
き

や
、縦
置
き
の
際
に
ノ
ー
ト
上
部
だ
け
、ま
た
は
下
部
の
一
部
の
み
が
見
え
て
い
て
も
キ
ャ

ン
パ
ス
ノ
ー
ト
だ
と
分
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
と
い
え
る
。

　

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
発
売
の
四
代
目
（
写
真
７
）
は
、「
C
a
m
p
u
s
」
の

文
字
を
最
大
限
に
大
き
く
表
示
し
て
い
る
。
特
殊
フ
ィ
ル
ム
で
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
た
新

た
な
背
ク
ロ
ス
を
採
用
し
て
お
り
、
強
度
が
大
幅
に
向
上
し
て
い
る
。
表
紙
に
タ
イ
ト
ル

欄
や
名
前
欄
、
中
紙
に
は
マ
ー
ジ
ン
罫
と
セ
ン
タ
ー
罫
を
手
軽
に
引
け
る
メ
モ
リ
点
を
新

た
に
設
け
た
の
は
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。

　

現
在
は
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
発
売
さ
れ
た
五
代
目
（
写
真
８
）
に
あ
た

り
、「
C
a
m
p
u
s
」
の
文
字
は
下
部
に
横
書
き
で
置
か
れ
て
い
る
。
背
ク
ロ
ス
の
表

面
加
工
を
見
直
す
こ
と
で
ペ
ン
に
よ
る
書
き
込
み
を
容
易
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
罫
内
容

が
主
流
だ
っ
た
「
一
般
ノ
ー
ト
」

に
対
し
て
、
表
紙
な
ど
を
カ
ラ
ー

化
し
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
な
デ
ザ
イ
ン

を
施
し
た
製
品
の
こ
と
を
い
う
。

そ
の
第
一
号
と
し
て
、
コ
ク
ヨ
は

安
価
で
学
生
向
き
の
ス
パ
イ
ラ
ル

綴
じ
ノ
ー
ト
を
開
発
し
た
。
当
時

は
「
ヤ
ン
グ
マ
ン
向
け
の
シ
リ
ー

ズ
」
と
呼
ば
れ
、
初
め
て
「
キ
ャ

ン
パ
ス
ノ
ー
ト
」
と
い
う
名
称
が
世
に
広
ま
っ
た
。
こ
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
名
前
の
由

来
は
、
表
紙
に
使
わ
れ
て
い
る
写
真
の
中
に
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
写
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　

丈
夫
な
無
線
綴
じ
技
術
の
改
良
が
進
み
、
今
ま
で
に
な
い
く
だ
け
た
意
匠
ノ
ー
ト
の
人

気
も
拡
大
し
た
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）、
両
者
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
最
高
峰
の

汎
用
ノ
ー
ト
、
初
代
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
が
完
成
し
た
。

２　

戦
略
的
変
更

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
は
八
〜
九
年
の
周
期
で
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ

に
は
大
き
く
二
つ
の
理
由
が
存
在
す
る
。

　

一
つ
目
は
、
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
た
進
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
筆
記
具
の
変
化
や
素

材
技
術
の
進
歩
が
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。
初
代
の
頃
は
鉛
筆
と
万
年
筆
が
主
流
だ
っ
た

が
、
二
代
目
の
時
は
鉛
筆
と
油
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
三
代
目
で
は
筆
ペ
ン
や
ゲ
ル
ペ
ン
、
水

性
ボ
ー
ル
ペ
ン
が
台
頭
し
て
い
た
時
代
だ
っ
た
。

　

あ
ら
ゆ
る
筆
記
具
に
対
応
す
る
紙
の
開
発
が
行
わ
れ
て
お
り
、
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
の
度

に
適
応
範
囲
は
広
が
っ
て
い
る
。
四
代
目
の
時
点
で
は
、
中
紙
が
全
て
再
生
紙
に
切
り
替

え
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
十
六
種
も
の
筆
記
具
の
社
内
試
験
に
合
格
し
て
い
る
。

　

表
紙
の
色
は
、
A
罫
は
暖
系
色
で
B
罫
は
寒
系
色
を
採
用
し
て
お
り
、
時
代
ご
と
に
色

合
い
を
変
え
て
い
る
。

写真３　意匠ノート
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平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
発
売
の
「
パ
ラ
ク
ル
ノ
」（
写
真
９
）
は
、
ノ
ー
ト
の
断

面
が
斜
め
に
切
ら
れ
て
お
り
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
や
す
く
し
て
い
る
。
ノ
ー
ト
の
上
と
下

で
斜
面
の
方
向
を
逆
に
す
る
こ
と
で
、
ど
ち
ら
の
方
向
に
め
く
る
場
合
で
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。原
案
は
、コ
ク
ヨ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
二
〇
〇
二
優
秀
作
の
「
リ
ッ

プ
ル
ズ
ノ
ー
ト
」で
あ
る
。
札
を
数
え
る
よ
う
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
、

と
い
う
発
想
で
考
え
出
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

パ
ラ
ク
ル
ノ
の
形
状
は
通
常
の
製
本
方
法
で
は
作
成
で
き
な
い
。
あ
の
斜
面
は
、
ノ
ー

ト
を
丸
め
た
状
態
で
小
口
を
裁
断
す
る
こ
と
で
作
り
出
し
て
い
る
。
断
面
は
ス
ト
ラ
イ
プ

模
様
に
な
っ
て
お
り
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
使
用
で
き
る
。

　

同
じ
く
平
成
十
七
年
発
売
の
「
ス
リ
ム
B
５
サ
イ
ズ
」（
写
真
10
）
は
、
通
常
の
B
５

サ
イ
ズ
よ
り
も
横
幅
が
三
三
㎜
細
く
作
ら
れ
た
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
横
幅
は
A
５
に
近
い

一
四
六
㎜
で
あ
り
、
こ
の
幅
は
人
間
工
学
の
観
点
か
ら
、
人
が
首
を
動
か
さ
ず
に
目
だ
け

で
文
字
を
追
う
こ
と
が
出
来
る
大
き
さ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
横
幅
は
無
駄
な
く

書
け
る
、
片
手
で
持
ち
や
す
い
と
い
う
特
徴
も
持
っ
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
の
罫
線
は
、
当
初
は
A
罫
（
七
㎜
）
と
B
罫
（
六
㎜
）
の
二
種
類

の
み
だ
っ
た
が
、
現
在
は
C
罫
（
五
㎜
）、
U
罫
（
八
㎜
）
の
他
に
M
罫
（
縦
書
き
用
）、

F
罫
（
英
習
用
）
な
ど
様
々
な
種
類
が
存
在
す
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
の
罫
線
に
は
細
か
な
点
が
存
在
す
る
。
五
行
ご
と
に
罫
線
の
左
右

の
端
に
あ
る
「
・（
以
下
ド
ッ
ト
）」
は
行
数
を
数
え
や
す
く
し
て
い
る
。
上
部
と
下
部
の

太
い
罫
線
下
に
三
つ
配
置
さ
れ
て
い
る
逆
三
角
形
は
、
ノ
ー
ト
を
縦
に
三
分
割
す
る
線
を

引
く
際
の
基
準
と
な
る
。
さ
ら
に
、
中
央
付
近
の
罫
線
に
も
三
つ
の
ド
ッ
ト
が
あ
り
、
こ

れ
は
短
い
定
規
で
ノ
ー
ト
を
三
分
割
す
る
と
き
の
基
準
と
し
て
用
い
る
。
こ
の
ド
ッ
ト
は

高
い
利
便
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
「
ド
ッ
ト
入
り
罫

線
」
と
い
う
、
全
罫
線
上
に
等
間
隔
で
ド
ッ
ト
を
配
置
し
た
ノ
ー
ト
を
発
売
し
て
い
る
。

こ
の
ド
ッ
ト
に
よ
り
、
図
形
や
ず
れ
る
こ
と
の
な
い
文
章
が
よ
り
書
き
や
す
く
な
っ
て
い

る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
は
、
使
用
者
の
書
き
や
す
さ
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
、
環
境
に

配
慮
し
た
原
紙
を
開
発
、
採
用
し
て
い
る
。
中
紙
に
は
筆
記
具
で
の
書
き
心
地
や
に
じ
み

を
変
更
し
た
こ
と
で
、
よ
り
線
が
引
き
や
す
い
ノ
ー
ト
に
進
化
し
て
い
る
。
新
た
に
開
発

し
た
中
紙
原
紙
に
よ
り
、環
境
へ
の
配
慮
と
快
適
な
書
き
心
地
の
両
立
を
実
現
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
の
背
ク
ロ
ス
へ
の
書
き
込
み
を
容
易
に
し
て
い
る
理
由
は
、
無
線

綴
じ
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
糸
綴
じ
に
よ
る
背
ク
ロ
ス
は
山
形
と
な
り
、
ノ
ー
ト
を

広
げ
な
け
れ
ば
文
字
が
書
き
に
く
い
仕
様
で
あ
る
。
ま
た
、
ノ
ー
ト
を
元
に
戻
す
と
文
字

が
横
に
伸
び
、
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
う
。
無
線
綴
じ
に
よ
る
背
ク
ロ
ス
は
平
坦
な
形

状
を
し
て
い
る
た
め
、
ノ
ー
ト
を
広
げ
ず
に
文
字
を
書
く
こ
と
が
出
来
、
文
字
が
広
が
る

こ
と
も
な
い
。

　

五
代
目
の
ロ
ゴ
の
配
置
変
更
は
、
近
年
の
店
舗
什
器
に
、
立
っ
て
い
る
客
か
ら
は
ノ
ー

ト
の
下
部
し
か
見
え
な
い
構
造
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
什
器
に
対
応
す
る
た
め
の
変
更
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
の
通
史
で
は
デ
ザ
イ
ン
変
更
は
四
回
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
細
か
な
変
化
を
見
て
い
く
と
、
派
生
も
合
せ
て
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
が
作
ら
れ
て
い

る
。

写真10　スリムB５サイズ

写真９　パラクルノ
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よ
り
ノ
ー
ト
を
使
う
こ
と
は
減
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
実
際
の
使
用
者
と
消
費

量
は
増
え
て
い
る
こ
と
が
コ
ク
ヨ
の
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

使
え
な
い
状
況
や
、
唐
突
に
頭
に
案
が
出
た
と
き
な
ど
に
走
り
書
き
す
る
際
に
使
い
や
す

い
と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
は
支
持
さ
れ
て
い
る
。
周
り
の
評
判
や
、
書
籍
の
影
響
で

社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
を
使
い
始
め
る
人
も
存
在
す
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
は
多
方
面
に
対
応
す
る
実
用
的
な
機
能
を
有
す
る
ノ
ー
ト
だ
と
い

え
る
。
コ
ク
ヨ
は
使
う
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
も
の
を
選
べ
る
よ
う
に
、
様
々
な
キ
ャ

ン
パ
ス
ノ
ー
ト
を
開
発
し
て
い
る
。
今
後
も
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
や
機
能
を
有
す
る
ノ
ー
ト

が
展
開
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

【
引
用
文
献
】

　

田
中
経
人

「
紙
製
品
」『
文
具
の
歴
史
』（
リ
ヒ
ト
産
業
株
式
会
社
、
一
九
七
二
）

コ
ク
ヨ
株
式
会
社
七
〇
年
史
編
集
委
員
会
『
コ
ク
ヨ
＊
七
〇
年
の
あ
ゆ
み
』（
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
、

一
九
七
五
）

コ
ク
ヨ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
『
コ
ク
ヨ
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』（
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
、
二
〇
〇
六
）

　

西
垣
成
雄

『
頑
張
る
日
本
の
文
房
具　

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
定
番
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
の
実
力
』（
株
式
会
社
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ

ン
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
〇
六
）

　

土
橋　

正

『
文
具
の
流
儀　

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
り
え
た
哲
学
』（
東
京
書
籍
株
式
会
社
、
二
〇
一
一
）

コ
ク
ヨ
株
式
会
社
『
た
っ
た
１
分
で
す
っ
き
り
ま
と
ま
る　

コ
ク
ヨ
の
シ
ン
プ
ル
ノ
ー
ト
術
』（
株
式
会
社

K
A
D
O
K
A
W
A　

二
〇
一
六
）

　

菅　

未
里

『
私
の
好
き
な　

文
房
具
の
秘
密
』（
株
式
会
社
枻
出
版
社
、
二
〇
一
九
）

に
く
さ
な
ど
を
良
く
す
る
為
、
再
生
紙
を
使
わ
ず
、
適
切
に
管
理
さ
れ
た
森
林
の
パ
ル
プ

か
ら
作
ら
れ
た
「
森
林
認
証
紙
」
を
使
用
し
て
い
る
。
森
林
認
証
紙
と
は
、
健
全
な
森
林

を
守
る
た
め
の
世
界
的
な
基
準
で
審
査
す
る
森
林
認
証
制
度
で
認
証
さ
れ
た
紙
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
パ
ル
プ
使
用
量
を
で
き
る
限
り
少
な
く
し
な
が
ら
、
紙
の
不
透
明
度
や
表

面
の
滑
ら
か
さ
な
ど
の
品
質
を
厳
し
い
基
準
で
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
書
き
や
す
さ
と

の
両
立
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

３　

キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
の
更
な
る
可
能
性

　

近
年
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
は
、
他
企
業
と
の
共
同
企
画
や
限
定
商
品
と
し
て
、
か
わ

い
ら
し
さ
や
華
や
か
さ
が
目
立
つ
デ
ザ
イ
ン
の
表
紙
の
製
品
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
ノ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
機
能
性
と
い
う
型
に
は
ま
っ
た
定
番
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン

か
ら
抜
け
出
し
た
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
に
重
き
を
置
い
た
デ
ザ
イ
ン
だ
と
い
え
る
。
こ
れ

は
フ
ィ
ラ
ー
ノ
ー
ト
の
時
に
見
出
さ
れ
た
「
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化
」
の
最

新
の
姿
だ
と
い
え
る
。
コ
ク
ヨ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
自
ら
の
手
で
表
紙
を
飾
り
付
け

る
こ
と
を
推
奨
し
、
そ
の
一
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

コ
ク
ヨ
は
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
香
港
に
海
外
駐
在
員
事
務
所
を
設
立
し
て

か
ら
、
中
国
を
中
心
に
ア
ジ
ア
に
も
展
開
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
向
け
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ノ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
各
国
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
た
も
の
や
、
ロ
ゴ
を

「
K
O
K
U
Y
O
」
へ
変
更
し
た
も
の
が
存
在
す
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
に
は
画
期
的
な
使
い
方
を
推
奨
、
提
案
す
る
書
籍
が
数
多
く
出
版

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
コ
ク
ヨ
が
執
筆
し
た
書
籍
も
存
在
す
る
。
学
生
が
勉
学
に
用

い
る
際
の
参
考
と
し
て
、
大
学
生
が
使
っ
て
い
た
ノ
ー
ト
に
解
説
が
加
え
ら
れ
た
本
や
、

社
会
人
が
会
議
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
ま
と
め
る
た
め
の
助
言
が
書
か
れ
た
本
な

ど
が
あ
る
。
現
代
に
お
け
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
は
、
既
に
学
生
の
勉
学
の
た
め
だ
け
に

用
い
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
学
生
時
代
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
を
使
っ
て

い
た
人
々
が
、
社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
も
そ
の
ま
ま
使
い
続
け
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

　

社
会
人
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
の
主
な
使
用
法
は
、
メ
モ
書
き
や
情
報
整
理
が
多

い
。
情
報
の
出
し
入
れ
を
容
易
に
す
る
た
め
に
用
い
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
達
に
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〔
列
品
資
料
解
説
〕

第
１
章　

黒
田
国
光
堂
と
「
国
誉
」

１ 　　 黒田善太郎肖像　　昭和32年（1957）制作
コクヨ株式会社の創業者、黒田善太郎の肖像画。明治12年

（1879）、富山で生まれた黒田は、27歳の時、大阪で「黒田表紙店」
を創業する。その後、約50年にわたり紙製品の製造と販売を天
職として尽くし、日本における紙製品自家一貫製造体制を確立
した。本作品は黒田国光堂創業50周年祝賀会において、全従業
員より記念品として黒田に贈呈されたもの。日本近代洋画の巨
匠である和田英作（1874−1959）が手掛けた晩年の作品で、黒
田の風貌を精緻に描く。油彩、カンヴァス。

２ 　　 黒田国光堂会社看板　　昭和11年頃
大正３年（1914）、「黒田表紙店」は社名を「黒田国光堂」と改称した。国
光堂の社名は、黒田善太郎が「国の光─故郷の光─」にならねばという思
いを込めて定めたと言われる。本資料は、昭和11年（1936）発行の『黒田
国光堂新工場新築記念』に「堂主　黒田善太郎」とともに掲載されており、
旧本社・旧本社工場新築当時に製作されたと考えられる。真鍮製。

３ 　　 黒田国光堂社旗　　昭和９年頃
大正６年（1917）、黒田善太郎は紙製品の商標を「国誉」（コ
クヨ）と定めた。国誉には国光堂の「国の光」と同様「国の
誉れ」にならねばという黒田の思いとともに、決して初心を
忘れないよう自戒の念が込められている。ちなみに、「国」
とは黒田の故郷である富山、ひいては日本国のことを指す。
本資料に見える商標（マーク）は、日本の象徴である朝日と
山桜花をモチーフとし、中央には「国誉」と右書きで記され
る。朝日から放射状に伸びる光は、文字の上側に７本、下側
に５本、左右の桜はそれぞれ３輪を数え、「七五三」を意味
する。
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４ 　　 商標看板　　昭和時代　
昭和になり、商標に採用されていた「国誉」
は漢字からカナに変わり、次第に左書きに
統一された。昭和36年（1961）、株式会社
黒田国光堂は社名をコクヨ株式会社に変更
し、社名と商標の一致を図った。

６ 　　 店舗看板　　大正９年（1920）修繕
コクヨ紙製品を取り扱っている山形市十日町の青
山帳面屋（現 株式会社アオヤマ）旧蔵の店舗看
板。木材を組んで大福帳をかたどり、表面に和紙
を貼り足した後、正面に「大福帳」左右に「諸帳
簿製造所」と記す。また、上面には「大正九庚申
歳」「八月吉日修繕」と記されている。

８ 　　 算盤　　時代不明
戦前からコクヨ紙製品を取り扱っていた
長野県小諸市大和屋紙店旧蔵の算盤。裏
側には国誉商標の刻印とともに「コクヨ
印特約店」の文字が刻まれている。
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９ 　　 和式帳簿　　大正末から昭和初期
　　　　　　　　　　 右：大正15年頃　左：昭和２年頃
右はコクヨ株式会社が所蔵する和式帳簿のなかで最も年代が
遡るもので、地には「正百枚」（表紙を除いた正味100枚）を
表す丸で囲まれた「百」の文字がみえる。また、両帳簿とも
見返しには「国誉」と右書きで記された登録商標が印刷され
ている。

11 　　 コクヨ商店の厚子　　昭和９年頃
昭和９年（1934）に設立された株式会社コクヨ商店の従
業員が着用していたと言われる木綿素材の大名縞の労働
着。衣紋には「コクヨ」と右書きで記された商標が、襟
字には「コクヨの複写簿」「コクヨの帳簿」とある。

衣紋

10 　　 衣紋掛　　昭和時代
棹の中央部には、「コクヨ」と左書きで
記された登録商標がみえる。
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コ
ラ
ム
2

表紙

12 　　 出雲大社参拝招待会記念栞　　昭和９年（1934）発行
大正13年（1924）、関東大震災時に東京で黒田国光堂の紙製品を取り扱った12軒の文具
卸問屋によって「東京国誉会」が結成された。同会はコクヨ製品の東京市場進出への礎
となった。本資料は、結成10周年を記念して催された６泊７日の出雲大社参拝旅行の栞。
道中を詳細に記録した「出雲大社参拝各地名勝清遊記」のほか、付録として同年に優良
産業奨励のため黒田国光堂を臨行した公爵一条実孝（1880−1959）の来臨記が収録され
ている。

　
黒
田
国
光
堂
の
店
主
、
黒
田
善
太
郎
が
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
開
設
し
た
「
国
光

塾
」
は
、
自
社
内
に
お
け
る
若
年
従
業
員
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
施
設
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
僅
か
前
に
黒
田
が
設
置
し
た
「
私
立
黒
田
国
光
堂
青
年
学
校
」「
私

立
黒
田
国
光
堂
実
践
女
学
校
」
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
昭
和
十
一
年
の
晩
春
、
黒
田
は
家
庭
な
ど
の
事
情
に
よ
り
上
級
学
校
に
進
ま
ず
、
高
等
小

学
校
卒
業
直
後
に
黒
田
国
光
堂
へ
入
店
す
る
青
年
男
女
百
数
十
人
に
対
し
、
本
人
の
将
来
、

ひ
い
て
は
国
家
社
会
の
た
め
に
自
ら
何
か
で
き
な
い
か
大
阪
府
庁
の
社
会
教
育
課
を
訪
ね
た
。

　

時
あ
た
か
も
「
青
年
学
校
令
」（
昭
和
十
年
四
月
一
日
公
布
）
発
布
直
後
で
、
大
阪
府
は

私
立
青
年
学
校
の
開
設
を
理
解
あ
る
実
業
家
に
慫
慂
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
青
年
教
育
に

熱
心
な
黒
田
に
対
し
て
青
年
学
校
の
開
設
を
説
き
勧
め
た
。
そ
の
後
、
話
は
急
速
順
調
に
進

展
し
、
昭
和
十
一
年
七
月
三
日
、
大
阪
府
よ
り
開
校
の
指
令
が
下
附
さ
れ
、「
私
立
黒
田
国

光
堂
青
年
学
校
」「
私
立
黒
田
国
光
堂
実
践
女
学
校
」
が
誕
生
し
、
青
年
学
校
の
校
長
に
黒

田
が
、
実
践
女
学
校
に
は
黒
田
夫
人
が
就
任
し
た
。
同
年
十
一
月
に
新
築
さ
れ
た
工
場
の
一

部
に
は
、
青
年
学
校
の
専
用
教
室
が
設
け
ら
れ
、
学
事
関
係
者
や
業
界
有
力
者
が
多
数
参
列

す
る
な
か
で
開
校
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
新
教
室
に
は
青
年
学
校
専
用
の
炊
事
場
も
設
け
ら
れ
、
専
任
の
炊
事
夫
に
よ
り
授

業
開
始
前
の
全
生
徒
に
給
食
が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
授
業
内
容
は
勿
論
の
こ
と
、
施
設
面

に
つ
い
て
も
模
範
に
し
よ
う
と
、他
校
が
視
察
の
た
め
に
新
教
室
を
訪
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
黒
田
は
、
専
用
教
室
と
言
っ
て
も

工
場
の
一
部
に
併
置
し
た
も
の
で
は
教
育

に
支
障
を
き
た
す
と
の
見
地
か
ら
、
昭
和

十
二
年
、
工
場
付
近
に
独
立
し
た
「
国
光

塾
」
校
舎
と
運
動
場
を
新
設
し
、
三
月
七
日

に
落
成
式
を
挙
行
し
た
。

【
参
考
文
献
】

清
水
益
次
「
私
立
黒
田
国
光
堂
青
年
学
校
」

「
私
立
黒
田
国
光
堂
実
践
女
学
校
」
の
回
顧

（『
国
誉
』
創
刊
号
、
一
九
三
四
）

「
私
立
黒
田
国
光
堂
青
年
学
校
」と

「
私
立
黒
田
国
光
堂
実
践
女
学
校
」

▶
国
光
塾
校
舎
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第
２
章　

国
誉
の
繁
栄
と
紙
製
品

13 　　 和式帳簿　　昭和10年頃
見返しには一部を除き「コクヨ」と右書きで記された登録商標と

「正壱百枚」の文字が印刷されている。また、当時の販売価格は昭
和13年（1938）の小売表から１冊38銭程度であったことがわかる。

14 　　 洋紙見本帳　　昭和10年（1935）
昭和２年（1927）、黒田善太郎は英国製の輸入紙を持参して王子製紙

（現 日本製紙）小倉工場に輸入紙に劣らない国産帳簿紙の抄造を依頼
した。その後、王子製紙は黒田国光堂とともに約３年の歳月をかけて
輸入紙に劣らない品質の国産紙を抄造することに成功し、その紙は

「国誉帳簿紙」と命名された。本資料は昭和10年に王子製紙が抄造した
洋紙見本帳で、様々な見本紙とともに「国誉帳簿紙」が綴られている。
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15 　　 手綴台　　昭和初期
洋式帳簿の洋紙を編綴・製本する際に使用さ
れていた手綴台。台の上では見返しの糊付け
や表裏の表紙に革が貼り込まれた。帳簿は頻
繁に書き込むため、使用にあたっては開閉の
よさや耐久性が何よりも求められた。本品は
中道工場で使用されていたと伝わる。

16 　　 手機械　　昭和時代
「手動プレス機」とも言う。帳簿を板の間に
挟み、上部のハンドルを回して締めることに
よって圧力がかかり、折り目を落ち着かせた
り、接着する際や「耳出し」（帳簿の背に丸
みをもたす方法）の作業にも使用された。本
品は深江工場で使用されていたと伝わる。

17 　　 洋式帳簿　　昭和８年頃
奥は大判500頁で手前は中判400頁。平（表表
紙・裏表紙）には雲形のクロスが貼られてい
るほか、背・平の出と４ヵ所の丸隅部分には
羊皮（ヤンピ）によるコーネル装が施されて
いる。また、背の４ヵ所にはバンドが表され、
重厚感が漂う。ノンブルは奇数頁が左上隅、
偶数頁は右上隅に打たれている。
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18 　　 洋式帳簿　　昭和10年頃
列品番号17同様、羊皮（ヤンピ）によるコーネル装
が施されており、背にはやや形骸化したバンドが
表現されている。天・地・小口に施されているマー
ブル（小口装飾）の柄は羽衣型と呼ばれる。

19 　　 紙製品見本帳　　昭和８年から10年頃
便箋見本帳は便箋の表紙が、仕切書見本帳は中紙、複写簿見本帳は表紙と中紙が
それぞれ綴られている。便箋の表紙見本には、様々な意匠の「実用便箋」「婦人
用 おとづれ箋」や「高級 君が代便箋」「昭和便箋」の表紙などが綴られている。
また、仕切書見本帳の表紙裏面に印刷された「注文の栞」には、注文の際に番号
と品目を明記するよう記されている。

仕切書見本紙

複写簿見本紙

便箋見本紙

天部のマーブル

便箋見本帳（昭和時代）

仕切書見本帳（昭和８年頃）

複写簿見本帳（昭和10年頃）
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複写式電報頼信紙（昭和９年頃） 複写式便箋（昭和６年頃、国勢） 複写式便箋（昭和４年頃）

複写簿（昭和10年頃）

複写式仕切書（昭和10年以前）

送品複写簿（昭和７年頃）

20 　　 伝票類　　昭和４年から10年頃
中道工場で製造された伝票類。黒田国光堂では仕切書や便箋
などを一般的に「雑貨」と呼び、これらの自家一貫製造は大
正11年（1922）に設立された猪飼野工場設立時に遡る。複写
式便箋のなかには登録商標が「国誉」ではなく「国勢」のも
のがある。
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21 　　 書簡箋広告　　昭和時代
黒田国光堂が初めて便箋を発売したのは大正３年

（1914）から５年頃と言われる。その後、大正９年頃
より簡単な意匠の表紙を付けた便箋を販売したが、図
案の意匠に行き詰った昭和７年頃、色紙付きの「書簡
箋」を発売した。表紙は極めて簡単だが、代わりに当
時の一流画家の作品を印刷した色紙を挿入した「色紙
付書簡箋」は、業界の注目を浴び、コクヨ便箋の知名
度向上に大きく貢献した。

22 　　 カルトン　　昭和時代
カルトンとは、店舗などにおいて通貨のやりとりに
使用されるトレイのことで、本資料は彦根市にあっ
たヤマノ商事旧蔵のもの。明治26年（1893）より紙
問屋を営んでいたヤマノ商事は、黒田国光堂の一般
代理店として滋賀県内各地の小売業者にコクヨ紙
製品を卸していた。本資料は、黒田国光堂から宣伝
用に配付されたもので、使用せずに大切に保管され
ていた。

23 　　 ３K便箋紙のレッテル　　昭和時代
「３K便箋紙」の梱包紙に貼り付けられていたレッテル。
便箋の市場規模が小さかった昭和７年（1932）、黒田国光
堂は良品廉価な便箋を消費者に提供するため、当時新鋭
の設備と技術を備えた樺太工業株式会社真岡工場に便箋
紙として優れた「３K便箋紙」の別抄造を依頼した。本資
料は「樺太工業」の文字上に「王子製紙」の印があるこ
とから、昭和８年以降のものと考えられる。
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書翰箋（昭和10年頃） 書翰箋（昭和10年頃） 書翰箋（昭和６年頃）

意匠便箋　おとづれ箋（昭和10年頃）

色紙付書翰箋　伊東深水《筧》

25 　　 色紙付書翰箋と色紙　　昭和時代
昭和７年（1932）頃より製造。当時の一流日本画家たちの
傑作が印刷された色紙付書翰箋の発売は、一部の収集家が
独占していた名画を広く大衆に紹介するという社会的意義
もあった。

24 　　 書翰箋と意匠便箋　　昭和６年から10年頃
黒田国光堂は便箋の名称に本来の使用目的を表す「書翰箋」

（正100枚）を採用した。また、書翰箋より小さなサイズで表
紙に手毬や糸巻などの図柄を採用した婦人用の便箋「おとづ
れ箋」（正50枚、正70枚）も製造販売した。
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色紙付書翰箋　竹内栖鳳《玉兎》

色紙付書翰箋　西村五雲《盛夏》

色紙　鏑木清方《憩ひ》色紙　宇田萩邨《鯉》
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色紙　山口蓬春《菊》

表　紙

色紙　横山大観《海暾》

27 　　 新工場新築記念栞　　昭和11年頃
新築工事の概要や図面、工場内のスナップ写真などが掲載されている。写
真のなかには新社屋に設けられた製品陳列室や談話室などのほか、第３号
館２階にあった国光塾の前身「私立黒田国光堂青年学校」の講堂や「私立
青年学校黒田国光堂実践女学校」の女子裁縫室、作法室なども見える。

26 　　 コクヨ商店株券　　昭和９年（1934）発行　右：50株券　左：10株券

昭和９年、近畿地区販売網の更なる拡充のため、黒田国光堂の博労町の店舗を主体
に大阪市内の有力問屋３店との共同出資による「株式会社コクヨ商店」が発足した。
本例は製造業者である黒田国光堂を中心に地域の代理店を合理的に統合した最初の
試みとなった。
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28 　　 新社屋・工場俯瞰図　　昭和11年頃
昭和11年（1936）、従前より点在していた店舗と工場を統合し、現在のコ
クヨ本社所在地に新社屋（旧本社）と工場（旧本社工場）が新設された。
リトグラフの中央には新社屋と洋式帳簿や複写簿、便箋の各製本部の建
物などのほか、奥には印刷工場と材料倉庫を描く。また、山並みの手前
には、大阪電気鉄道（現 近畿日本鉄道）の高架橋が描かれている。

29 　　 東京国誉商店株券　　昭和20年（1945）発行
旧本社・旧本社工場が建設された翌年の昭和12年（1937）、
関東以北の販売網の強化や諸官庁との連絡の必要性などか
ら、「株式会社東京国誉商店」が設立された。同商店は株
式会社コクヨ商店と同様、有力卸商との共同出資により設
立されたもので、戦時中に焼失するまで関東における黒田
国光堂の橋頭堡として位置付けられた。
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30 　　 国光塾看板　　昭和12年頃
昭和12年（1937）、日中戦争の影響のもと、軍民転換により人材の確保や労働者の補充が困難になっ
たことから、黒田国光堂は自社内で従業員教育や人材育成を行う社内教育施設「国光塾」を設立した。
本看板は工場に隣接して建てられた木造２階建の国光塾校舎に掲げられていた木製看板。

31 　　 和式帳簿　　昭和10年から13年頃
　　　　右奥：昭和10年頃　手前：昭和11年
　　　　左奥：昭和13年頃
見返しには「コクヨ」と右書きで記された商標が
印刷されている。また、地には「報国／壱百枚」
と製品番号の印が見え、本帳簿が「報国和帳」と
呼ばれる所以とされる。写真奥の帳簿には柳鼠色
のクロスによるコーネル装が施されている。

32 　　 洋式帳簿　　昭和12年から15年頃
　　　　　　　　　　 右奥：昭和15年頃　手前：昭和14年頃　左奥：昭和12年頃
昭和12年（1937）の盧溝橋事件あたりから国民生活の戦時体制化が図られ、軍需中心による経済の統
制化が始まる。この頃より帳簿の背や平の出、丸隅部分は羊皮ではなくクロスによるコーネル装が主
流になり、背のバンドは模様のみで上端に製品番号が記される。また、見返しの一部には「報国帳簿」
と印刷され、戦時体制へと移行しつつある世の中の有り様を示している。余談ではあるが、戦前・戦
後の物資不足の際、黒田は洋式帳簿の表紙に使用されていたクロスでワイシャツやブラウスを仕立て
させ、従業員に支給したという心温まるエピソードが今日に伝わる。

天部のマーブル

見返し部分
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便箋「銀翼」（昭和16年頃） ボンド便箋「報国」（昭和16年頃） 便箋「報国」（昭和15年頃）

表紙

33 　　 便箋　　昭和15・16年頃
太平洋戦争開戦前後に製造販売された便箋。商標は「コクヨ」と右書き
で記される。商品名には「報国」「銀翼」といった戦時下ならではの名称
が採用されている。写真中央はボンド紙（ペン書きに適した良質の用紙）
の便箋で、表紙には懸賞で入選した図案が採用されている。

34 　　 『国誉』創刊号　　昭和14年（1939）発刊
昭和期にかけての日本海軍軍人である安保清種（1870−1948）の講演会録や黒田国光堂が
設立した青年学校の回顧録、業界の新動向、エッセイ「書道と紙」「印刷の話」などが収
められた雑誌。特に戦時下における国民のあり方や統制経済化における紙製品業者のあり
方について言及されている。
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35 　　 紙製品小売値段表　　昭和13年（1938）改正
黒田国光堂が製造販売していた国誉紙製品の小売値段表。掲載されている紙
製品は、洋式帳簿や和式帳簿をはじめ、バインダー、リーフ、複写簿、便箋
など24種類の紙製品名と製品番号、枚数、価格が記されている。

37 　　 国誉印刷紙工株券　　康徳10年（1943）発行
黒田国光堂は日本国内における原材料不足に加え、満州国に
おける紙製品の需要が増加したため、現地で製造を行う。昭
和16年（1941）12月に現地の印刷会社を買収して操業を始め、
翌年には社名を「満州国誉印刷紙工株式会社」に変更した。
同社は終戦の年に放棄され、翌年、現地に赴いていた社員全
員が日本に引き揚げたことで終止符が打たれた。

36 　　 西部コクヨ商店株券　　昭和15年（1940）発行
昭和15年、紙製品の生産量が減少するなか、中国・四国地方
や九州地方および台湾方面への販売機関として大阪市内に

「株式会社西部コクヨ商店」が設立された。
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38 　　 黒田善太郎書簡　藤居準一宛　　昭和22年頃
終戦直後に黒田善太郎が北海道小樽市日藤商店（現 コクヨ北海道販売株式会社）の藤
居準一に宛てた書簡。当時、日藤商会はオフセット印刷機を東京の浜田鉄工所（浜田
精機）に発注したが、後日、黒田国光堂からも発注があったことを知り、それらを譲っ
たとされる。本資料はそのことに対する礼状。当時は大手の印刷会社でも新しい印刷
機を入手するのは困難であったが、幸運にも黒田国光堂は浜田鉄工所から10台購入す
ることができた。このことは、戦後の黒田国光堂再建を象徴する出来事として今に伝
えられている。

ノートブック（昭和24年頃） ノートブック（昭和24年頃） ノートブック（昭和22年頃）

39 　　  ノートブック　　昭和22・24年頃
黒田国光堂のノート製造の歴史は、昭和16年（1941）にジャワ島（現 イン
ドネシア共和国中西部）で販売した「青表紙ノート」（ブランド名：カッ
チャマタ）に遡る。その後、昭和22年（1947）12月に黒田国光堂は教育ノー
ト指定生産工場となり、国内向けのノート生産を開始する。本資料はその
なかで最も遡る製品。
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天部のマーブル

40 　　  コクヨ帳簿広告　　時代不明
帳簿の販売促進用広告（ポスター）。昭和25年

（1950）、前年のシャウプ勧告に基づき、「青色申
告制度」が導入された。青色申告には帳簿の備
え付けが不可欠であったことから帳簿やバイン
ダーなどの需要が増大した。

41 　　 洋式帳簿　　昭和25年頃
帳簿の背や平の出には黒皮、丸隅はクロスに
よるコーネル装が主流となり、外観は黒一色
に統一される。

43 　　 便箋　　昭和24年頃
どの便箋の表紙も薄く、意匠は単純で印刷の精度も
低い。昭和24年（1949）、一部の紙を除き、紙の統制
が解除されたが、原材料不足もあってか中紙の紙質
も粗悪である。

意匠便箋「歌舞伎」
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実用便箋

色紙　和田英作《百日草》

色紙　川端龍子《薔薇》

意匠便箋「LETTER」

44 　　 色紙付書翰箋
昭和26年頃

昭和24年頃から、書翰箋に
は洋画家たちの作品が印刷
された色紙も挿入された。
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45 　　 専門代理店看板（伊藤商店）
　　　 昭和25年頃
伊藤商店（東京）は、コクヨ紙製品のみを専門的に
供給する「コクヨ専門代理店」第１号として、昭和
25年（1950）に誕生した。昭和30年、専門代理店は
12社に増えるが、各社の根底には黒田善太郎の経営
姿勢や品質へのこだわりに対する共感や信頼があっ
た。

46 　　 専門代理店看板（新潟コクヨ商店）
　　　 昭和27年頃
新潟コクヨ商店の母店である宝暦３年（1753）創業
の株式会社田村商店は、明治末期より文具・紙製品
を商品として取り扱っていた。田村商店と黒田国光
堂の取引が始まったのは、戦後間もない昭和21年

（1946）頃で、昭和26年には同商店内にコクヨ部が
設置され、翌年にはこれを分離独立させて新潟コク
ヨ商店が設立された。本資料は、この時に製作され
た看板と思われる。

47 　　 大阪コクヨ商事株券　　昭和27年（1952）発行
「コクヨ専門代理店」の誕生は、その後の紙製品卸問屋の再編
成を促すことに繋がった。その代表的な事例として、昭和27
年に設立された「大阪コクヨ商事株式会社」が挙げられる。
同社は、在阪卸売業者５社のコクヨ部と黒田国光堂の共同出
資により設立され、これにより取引販売店1,600店に及ぶ画期
的なコクヨ専門代理店が誕生した。
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49 　　 専門代理店看板
　　　 （金沢コクヨ紙製品販売所）
　　　 昭和28年頃
金沢コクヨ紙製品販売所の前身、村井商店は
大正15年（1926）の創業であるが、当時から
コクヨ紙製品の販売を行っていたと言われる。
昭和28年（1953）、コクヨ製品専門店として株
式会社金沢コクヨ紙製品販売所を設立し、そ
の後「金沢コクヨ」と社名変更した。

50 　　 総括店看板
　　　 （京都コクヨ）
　　　 昭和30年頃
昭和25年（1950）、国誉商事株式会社京都営業所
を設立。同27年に「株式会社京都コクヨ商店」と
組織替えされ、京都府・滋賀県を中心とする地
域で営業活動を始めることとなった。本資料は
昭和30年に社名を「株式会社京都コクヨ」と変
更した後に掲げられた看板。

51 　　 特約店看板　　昭和時代
特約店とはコクヨ専門代理店から購入したコクヨ紙製品の小売を行う業者のこと。右は
山形県鶴岡市の山村帳簿店（現 株式会社山村）、左は長野県の和泉屋紙店の特約店看板。
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53 　　 配送用木箱　　年代不明
長野県小諸市山崎屋文具店旧蔵の製品配送用木箱。
表面中央にはコクヨ商標と「大阪／黒田国光堂」、左
右には「コクヨ」「複写簿」、側面には「上田市／
九二商店様」と見える。配送用木箱はダンボール包
装に変わる昭和29年頃まで使用されていた。

52 　　 会社案内　　昭和29年頃
表面に「コクヨの栞」と書かれた会社案内。会社の現況や各工場（単式工場・
平版工場・バインダー工場・複写工場・帳簿工場・便箋工場）の製造品目や工
場内の写真のほか、黒田善太郎の経営信条や創業50年の歩みが掲載されている。

54 　　 洋式帳簿　　昭和29年頃
帳簿の背や平の出、丸隅部分は黒皮によるコー
ネル装が主流となり、表表紙・裏表紙には雲形
の黒紙が貼られている。

55 　　 便箋　　昭和30年・31年頃
　　　　　　　　 右：昭和30年頃　左：昭和31年頃
右は意匠便箋「二重唱」。左は当用漢字表やペン習字の文
例などの付録が付いた便箋「文苑」。

表面
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特集１　コクヨの創始者とキャンパスノート（エントランスロビー展示）
列品番号 資料名 員数 時代 備考

1 無線綴じノート 1 昭和34年（1959） ノ－95A
2 フィラーノート 2 昭和35年（1960） ノ－712・ノ－843
3 意匠ノート 2 昭和43年（1968） ス－250・ス－253
4 初代キャンパスノート 2 昭和50年（1975） ノ－C4A・ノ－6B
5 ２代目キャンパスノート 2 昭和58年（1983） ノ－3A・ノ－3B
6 ３代目キャンパスノート 2 平成3年（1991） ノ－3A－F1・ノ－4B
7 ４代目キャンパスノート 2 平成12年（2000） ノ－5A・ノ－5B
8 ５代目キャンパスノート 3 平成23年（2011） ノ－3AN・ノ－3BN・ノ－13M17
9 パラクルノ 2 平成17年（2005） ノ－R8BN－LB・ノ－R108AN－P

10 スリムB５サイズ 2 平成17年（2005） ノ－3PBN－G・ノ－3PAN－M
11 コクヨ関連出版物 16 昭和29年（1954）他 　－

第２部（特集２）　紙製品工場の今　－コクヨ工業のモノづくり－
列品番号 展示品名称 員数 発売年 備考

1 キャンパスノート 7 平成20年（2008）他 横罫・ドット入り罫線・ウィークリー罫
プリント貼付用など

2 中紙原紙 1 　－
3 中身罫線印版 1 　－
4 背クロス 2 　－
5 脱水ケーキ 1 　－
6 限定キャンパスノート 2 令和元年（2019） マカロンカラー
7 大人キャンパスノート 2 平成27年（2015） 方眼罫・ドット入り罫線
8 KOKUYO ME　ノートブック 2 令和元年（2019）
9 KOKUYO ME　ソフトリングノート 2 令和元年（2019）

10 ソフトリングノート 3 平成27年（2015）他 ドット入り罫線ノート・カットオフメモなど
11 キャンパスノート 　背固め強度見本 1 　－
12 ルーズリーフ　表裏印刷見本 1 　－
13 NC複写簿　請求書　消色インキ見本 2 　－ ノーカーボンタイプ
14 KPSコピー用紙 6 平成14年（2002）他 A5･B5･A4･B4･A3･A2

15 ノートブック
〈ReEDEN PREMIUM Shiga〉 3 平成30年（2018）

16 ビワコミック 3 平成29年（2017）

17 小役立ちノート 6 平成31年（2019） 100ヨシノート・がんばりノート
MONTH YEAR LIFEノート

18 ノートブック〈ReEDEN PREMIUM〉 8 平成28年（2016）他 A6・A5
19 びわこクリップ 2 平成26年（2014）

20 マスキングテープ 6 平成26年（2014）他 びわこマスキングテープ・しが旅マスキングテープ
とび太くんマスキングテープ

21 ふせん 8 平成27年（2015）他 びわこふせん・忍者ふせん（忍び刀）（手裏剣）
とび太くんふせん

22 ヨシメッセージカード 6 平成31年（2019） びわこメッセージカード ・戦国メッセージカード
とび太くんメッセージカード

23 テンプレート 6 平成28年（2016）他 びわこテンプレート・戦国テンプレート
とび太くんテンプレート

24 びわコースター 2 平成30年（2018）
25 歌かるた箋 2 平成28年（2016）

26 ノートブック
〈ReEDEN colours SHIGA〉 12 平成26年（2014）他 A6・A5・セミB5

27 ロクブンノイチ野帳 2 平成28年（2016）
28 ヨシコピー用紙びわ湖 1 平成24年（2012）
29 とび太くんヨシノート 2 平成27年（2015）他
30 滋賀のお魚ヨシノート　 2 平成27年（2015）他
31 ヨシ紙 3 平成19年（2007） B5・A4
32 びわこ一筆箋 2 平成30年（2018）
33 ヨシ名刺　 2 平成19年（2007）他 ヨシパルプ30%・ヨシパルプ100%
34 ヨシ葉書 2 平成19年（2007） 淡・濃
35 ヨシノート 2 平成19年（2007）他 A5・セミB5
36 ヨシ特撰手紙セット 1 平成20年（2008）
37 ヨシ筆ペン 1 平成21年（2009）
38 ヨシの束 1 　－
39 ヨシパルプ 2 　－

※第１部の資料はコクヨ株式会社、第２部のものは株式会社コクヨ工業滋賀所蔵。
※列品番号は展示順序と必ずしも一致しない。
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第１部　コクヨの礎 会期：令和２年10月29日（木）～12月13日（日）
列品番号 資料名 員数 時代 法量（㎝）
第１章　黒田国光堂と「国誉」

1 黒田善太郎肖像 1 昭和32年（1957）制作 79.0×63.7
2 黒田国光堂会社看板 1 昭和11年頃 75.8×21.1
3 黒田国光堂社旗 1 昭和９年頃 732×.84.1
4 商標看板 1 昭和時代 径47.0×厚7.3
5 〈参考〉大福帳 2 明治38年（1905） 31.2×12.0他
6 店舗看板 1 大正９年（1920）修繕 98.8×40.7
7 〈参考〉商店の帳場（硯箱・硯・筆・帳場机・帳場格子・袋帳） 7 明治・大正期 －
8 算盤 1 時代不明 10.8×28.7
9 和式帳簿 2 大正末から昭和初期 23.3×16.2他

第２章　国誉の繁栄と紙製品
10 衣紋掛 1 昭和時代 16.6×37.9
11 コクヨ商店の厚司 1 昭和９年頃 丈106.4×桁64.1
12 出雲大社参拝招待会記念栞 2 昭和９年（1934）発行 22.2×15.2
13 和式帳簿 8 昭和10年頃 20.9×15.3他
14 洋紙見本帳 2 昭和10年（1935） 17.2×28.9×6.4
15 手綴台 1 昭和初期 幅49.8×奥行34.8×高36.9
16 手機械 1 昭和時代 幅55.7×奥行18.9×高29.7
17 洋式帳簿 2 昭和８年頃 30.4×23.8他
18 洋式帳簿 2 昭和10年頃 27.4×20.3他
19 紙製品見本帳 3 昭和８年から10年頃 25.8×19.0他
20 伝票類 6 昭和４年から10年頃 23.9×16.5他
21 書翰箋広告 1 昭和時代 76.8×35.7
22 カルトン 1 昭和時代 径18.3×高3.3
23 ３K便箋紙のレッテル 1 昭和時代 23.1×15.6
24 書翰箋と意匠便箋 4 昭和６年から10年頃 23.5×17.3他
25 色紙付書翰箋と色紙 7 昭和時代 22.5×17.8他
26 コクヨ商店株券 2 昭和９年（1934）発行 22.3×28.3
27 新工場新築記念栞 2 昭和11年頃 15.0×22.2
28 新社屋・工場俯瞰図 1 昭和11年頃 48.4×72.9
29 東京国誉商店株券 1 昭和20年（1945）発行 21.3×27.5

第３章　国誉紙製品受難小史
30 国光塾看板 1 昭和12年頃 24.0×130.0
31 和式帳簿 3 昭和10年から13年頃 23.4×17.0他
32 洋式帳簿 4 昭和12年から15年頃 27.4×21.0他
33 便箋 3 昭和15・16年頃 22.5×17.9他
34 『国誉』創刊号 2 昭和14年（1939）発刊 26.5×18.9
35 紙製品小売値段表 1 昭和13年（1938）改正 39.2×54.2
36 西部コクヨ商店株券 1 昭和15年（1940）発行 21.9×27.5
37 国誉印刷紙工株券 1 康徳10年（1943）発行 22.9×29.5

第４章　再建と紙製品製造業の確立
38 黒田善太郎書簡　藤居準一宛 1 昭和22年頃 18.7×84.1
39 ノートブック 3 昭和22・24年頃 20.6×14.5他
40 コクヨ帳簿広告 1 時代不明 38.7×53.8
41 洋式帳簿 3 昭和25年頃 26.4×20.6他
42 〈参考〉便箋棚 1 時代不明 幅55.6×奥行52.3×高42.4
43 便箋 3 昭和24年頃 25.7×17.8他
44 色紙付書翰箋 2 昭和26年頃 23.0×17.9
45 専門代理店看板(伊藤商店) 1 昭和25年頃 75.5×145.5
46 専門代理店看板(新潟コクヨ商店) 1 昭和27年頃 72.0×121.4
47 大阪コクヨ商事株券 1 昭和27年（1952）発行 72.0×121.4
48 製品価格表と番号表 3 昭和27年（1952） 8.8×12.3
49 専門代理店看板(金沢コクヨ紙製品販売所) 1 昭和28年頃 163.2×36.0
50 総括店看板（京都コクヨ） 1 昭和30年頃 91.0×17.6
51 特約店看板 2 昭和時代 58.8×160.0他
52 会社案内 1 昭和29年頃 37.8×52.6
53 配送用木箱 1 年代不明 幅77.5×奥行39.4×高41.4
54 洋式帳簿 5 昭和29年頃 21.4×17.0他
55 便箋　 2 昭和30・31年頃 23.0×17.9他

令和２年度秋季特別展「紙製品への思い ─国誉の礎とコクヨの現在─」列品目録
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【
列
品
資
料
解
説
参
考
・
引
用
文
献
】

◆ 

黒
田
国
光
堂
創
業
五
十
周
年
記
念
誌
編
輯
委
員
『
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』（
株
式
会
社
黒
田
国
光
堂
、
一
九
五
四
）

◆ 
中
野
皓
次
郎
編
『
コ
ク
ヨ
専
門
店
会
　
全
国
コ
ク
ヨ
専
門
店
会
結
成
一
〇
周
年
記
念
誌
』（
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
、
一
九
六
七
）

◆ 
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
〝
光
を
た
た
え
て
〟
編
集
委
員
会
『
光
を
た
た
え
て
　
故
黒
田
会
長
〝
想
い
出
の
記
〟
集
』（
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
、
一
九
六
八
）

◆ 

野
間
義
光 
編
『
洋
式
帳
簿
製
本
の
変
遷
と
思
い
出
』（
日
本
経
理
帳
簿
株
式
会
社
、
一
九
七
六
）

◆ 

コ
ク
ヨ
株
式
会
社
七
〇
年
史
編
集
委
員
会
『
コ
ク
ヨ
＊
七
〇
年
の
あ
ゆ
み
』（
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
、
一
九
七
五
）

◆ 

高
原
　
稔 

編
『
コ
ク
ヨ
総
括
店
会
　
全
国
コ
ク
ヨ
総
括
店
会
結
成
二
〇
周
年
記
念
誌
』（
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
、
一
九
七
八
）

◆ 

黒
田
暲
之
助
『
私
の
履
歴
書
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
六
）

◆ 

黒
田
暲
之
助
『
一
事
徹
底
』（
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
、
一
九
八
九
）

◆ 

笹
間
良
彦
『
資
料
・
日
本
歴
史
図
録
』（
柏
書
房
株
式
会
社
、
一
九
九
二
）

◆ 

笹
間
良
彦
『
復
元
　
江
戸
生
活
図
鑑
』（
柏
書
房
株
式
会
社
、
一
九
九
五
）

◆ 

日
本
民
具
学
会
編
『
日
本
民
具
辞
典
』（
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
）

◆ 

コ
ク
ヨ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
編
『
報
恩
感
謝
　
黒
田
暲
之
助
』（
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
、
二
〇
〇
六
）

◆ 

コ
ク
ヨ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
編
『
コ
ク
ヨ
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
』（
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
、
二
〇
〇
六
）

◆ 

岩
井
宏
實
監
修
『［
絵
引
］
民
具
の
辞
典
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
八
）
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